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表紙写真の説明

・「晩秋の大カエデ」日時：２０１６年１１月４日 午後４時
撮影場所：長野県池田町大峯高原
昭和３９年卒 長野県中信支部 片倉 恵男先生 撮影
・第４４回同窓会主催全国ゴルフ大会を終えて

・準会員のページ ヨット部 ゴルフ部
・第４８回東歯祭および後夜祭・歯学体成績報告会
「男装女装コンテスト」
・川崎支部 ２８年度川崎水橋会会員家族レク
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大分県は豊かな天然資源に恵ま
れ，その代々の恩恵は全国で最も
多い源泉数，湧出量を誇る温泉で
す。
おんせん県おおいたの空の玄関
「大分空港」では，無料で利用で
きる足湯が到着口にあります。県
産ヒノキの木桶に別府の温泉を毎
日運んでくる源泉かけ流し温泉で
す。ストッキングやジーンズなど
服装やコンディションに合わせて
そのまま入浴できるビニールソッ

クスが無料で準備されています。
おおいたの夏を彩る「大分七夕
まつり」は，大分市で８月第１週
の週末に３日間行われる祭りで
す。この祭りは全国１１６局のケー
ブル局で生中継されています。大
分市中心部の商店街には七夕飾り
が飾られ，山車と踊り隊が大分市
の中心街を練り歩く府内戦紙をは
じめとする多くのイベントが開催
され，中央通り一帯は「４８万人の
広場」となります。金曜日はメイ

ン行事・府内戦紙。武者や竜など
をかたどった山車と踊り隊が，歩
行者天国となった中央通りを勇壮

ふるさと自慢 ～私のお気に入り～

おんせん県おおいた

大 分 県

府内戦紙

大分空港



に練り歩きます。土曜日は「おお
いた市民おどりの祭典」。同じく
中央通りでチキリンばやしをにぎ
やかに踊ります。チキリンばやし
は，大分県に伝わる夏祭りの踊り
で，チキリン（鉦）のにぎやかな
リズムに乗り，踊り手が２本の竹
棒を打ち鳴らして舞い踊ります。
運動会などでも踊られることが多
く，幅広い年齢層によく知られて
います。日曜日には，大分川の弁
天大橋上流で納涼花火大会が開催
されます。
さて，おススメ観光スポットを
ご紹介します。岳切渓谷（宇佐
市）と長崎鼻（豊後高田市）で
す。岳切渓谷は，耶馬渓溶岩が
造った大きな一枚岩の岩盤の上
を，清らかな水が流れる渓谷で
す。夏は避暑地として沢歩きを楽
しんだり，キャンプを楽しんだり

する人たちで賑わいます。自然林
におおわれた遊歩道は，春は新
緑，秋は紅葉と四季折々の景観で
人々の目を楽しませてくれます。
長崎鼻（豊後高田市）は，耕作
放棄地を開墾した岬に広がる段々
畑に，１２０万本のヒマワリが咲き

乱れます。海をバックに黄色の絨
毯が広がり，まさに圧巻です。ひ
まわり畑のあちこちに，オノ・
ヨーコの作品「見えないベンチ」
が隠れていて，散策しながらアー
トも楽しめます。

（平成１１年卒 麻生 篤）

岳切渓谷

長崎鼻

ふるさと自慢



本年１月に広報・情報関係担当の副会長を拝命い
たしました。今後同窓会の発展のために一層努力す
る所存ですので，何卒よろしくお願いいたします。
政府は，本年５月に改定した「世界最先端 IT国
家創造宣言」において，情報通信技術（IT）は力
強い経済成長を実現するための鍵であると共に，我
が国の社会を抜本的に変革し，安全・安心・快適な
国民生活を実現するための重要なツールである。と
述べています。
具体的な施策としては，行政システムのクラウド
化，マイナンバー制度の導入，産業ロボット開発，
IOTを活用した物流の効率化，医療関連では，医
療等 ID制度や医療保険のオンライン資格確認の導

入，健診・レセプトデータ等の活用による医療の質
の向上及び医療費の適正化などがあります。
同窓会においても，同窓会組織の強化・会員サー
ビスの向上を目的として ITの活用を進めており，
ホームページの充実，理事会等におけるぺーパーレ
ス会議の推進，SNS及びメーリングリストを活用
した連絡網の整備などを行っています。
特にホームページにおいては，一方的な情報発信
のみでなく，会員間および支部間の情報交換の場と
しての活用を目的として，様々な対応をしていま
す。熊本地震時における情報交換の場としての活
用，そして地震被災同窓会会員へのお見舞い支援金
募集，クラス会・OB会だより。また，本年より新
たにオンデマンドを活用したアカデミア（学術講演
会）の動画配信も始めています。
年４回発行の同窓会会報では対応しきれない最新
の情報を会員間で共有できることが，ホームページ
の最大のメリットと考えています。また，水道橋校
舎で開催されるアカデミアは，興味のある演題で
あっても，遠距離のため出席できない会員も多くい
ると考えられます。オンデマンドによる動画配信
は，講演会場まで来なくても自宅で受講できる大き
なメリットがあり，今後さらにコンテンツを増やし
ていく予定になっています。
また，コミュニケーションツールとしての IT技
術の進歩は著しく，スマートフォン，SNS（ソー
シャルネットワークサービス）等が若い世代を中心
として幅広く使われています。SNSとしては，
Facebook，Instagram，LINEなどが有名ですが，
Facebook では「東京歯科大学同窓会広報部（＠
TDCalumni）」としてページを持っており，様々な
情報を発信しています。是非，ご活用いただきたい
と思います。
ITは同窓会を継承，発展させていくための重要
なツールの一つと考えています。多くの会員の皆様
がご利用いただくことを望んでおります。

同窓会における
ITの活用

副会長

冨 山 雅 史

巻 頭 言
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母校関係行事・案内
●平成２９年度 東京歯科大学 入学試験情報

理事会より

●同窓会会員の皆様，本年も本会をご支援いただきありがとうございました。
特に熊本地震の「お見舞い支援金」に，多大なるご協力をいただき本当に感謝いたします。
来年は災害のない明るい年となることを願いつつ，年末のご挨拶といたします。
よき新年をお迎えください。

●同窓会事務局（０３－５２７５－１７６１）の電話での応対時間は，平日の９：３０～１７：３０とさせていただき
ます。ご理解・ご協力をお願いいたします。

●同窓会事務局の年末年始のお休みは，平成２８年１２月２９日（木）～平成２９年１月４日（水）となりま
す。

同窓会事業・行事

●平成２９年度東京歯科大学同窓会評議員会
と き 平成２９年１１月予定（詳細未定）

●TDCアカデミア２０１７
・卒後研修 ・臨床セミナー ・医療教養

詳細は同封パンフレット参照

訂正とお詫び
東京歯科大学同窓会 創立１２０周年記念誌に誤りがありました。お詫びして訂正します。

P５７，ページ右上 誤 平成７ １９５５年１月１７日 阪神淡路大震災
正 平成７ １９９５年１月１７日 阪神淡路大震災

お 知 ら せ

入試制度 募集人員 出願期間
（期間内必着） 試験日 合格発表日 試験会場

一般入試（Ⅰ期） 約５０名 平成２８年１２月１６日
～

平成２９年１月２７日
平成２９年
２月２日

平成２９年
２月４日

東京会場：
東京歯科大学水道橋校舎本館
大阪会場：
TKP新大阪ビジネスセンター
福岡会場：
TKP博多駅前シティセンター

大学入試センター利用
試験（Ⅰ期） １３名

一般入試（Ⅱ期） 約１５名
平成２９年２月１７日

～
平成２９年３月３日

平成２９年
３月１１日

平成２９年
３月１４日 東京歯科大学水道橋校舎本館

大学入試センター利用
試験（Ⅱ期） ５名

編入学試験B 若干名
学士等特別選抜B 若干名
※編入学試験Ａ・Ｂは，２年次に編入学

入試日程一覧 （全募集人員１２８名：編入学除く）
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平成２８年１１月３日，文化の日，
母校本館１３階講義室において，「第
４回新進会員のつどい」が開催さ
れました。講演は，「歯科医師に
なった君たちへ ～学生時代には
伝えられなかったこと～」と題し
て，卒後１年目から５年目までの
先生方の主任教授５名にお願いし
ました。久しぶりの主任教授の講
演や同級生との再会に，遠方から
参加された先生もあり，講演会か
ら懇親会まで多くの新進会員が集
いました。
今号では，第一弾として，各教
授より「一番伝えたいこと」と題
した１枚をいただきましたので，
当日の様子とともにご紹介しま
す。

重点事業へのアプローチ

若手会員との連携
「新進会員のつどい」ご報告 第一弾

阿部教授が一番伝えたいこと

阿部教授

矢島教授

会長挨拶 石川宗理委員長開会

矢島教授が一番伝えたいこと
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井上教授が一番伝えたいこと

真剣に聞き入る新進会員
新進会員から「２１世紀型の歯科界はどのようになっているか？今後どうしたら
良いか？」と質問がありました。

柴原教授が一番伝えたいこと

総合司会の田中亜生先生

井上教授

柴原教授

質問する戸嶋 翼先生

閉会は次年度委員長の
木村先生

重点事業へのアプローチ
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実行委員会

末石教授が一番伝えたいこと

末石教授

井上教授と

重点事業へのアプローチ
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懇親会では，教授を囲み，臨床のこと，将来のことなど真剣に話を聞いたり，同級生との情報交換を
行ったり，和気藹々とした有意義な時間を過ごしていました。
同じ歯科医師として，歯科界の将来は？今後どうしたら良いか？という不安に少しでも答えられる同窓
会でありたいと思いました。 （取材：広報委員会 佐々木葉子）

末石教授，阿部教授と 柴原教授と

矢島教授と 阿部教授と１２１期の先生達

全員で集合写真

重点事業へのアプローチ
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平成２８年９月３日（土），青森県
支部では恒例となった「社保勉強
会＆ビアパーティー」を開催いた

しました。
社保勉強会には２３名の参加があ

りました。おなじみとなったＳ６０
年卒の熊谷 恒先生とＳ６１年卒の
久米田俊次先生が講師となり，今
年度は点数改定がありましたので
その解説をして下さいました。質
問も多く出ておりました。
勉強会終了後のビアパーティー
には２２名の参加でした。昭和３９年
卒の住吉辰郎先生による乾杯で楽
しい宴会となりました。今回のビ
アホールには専用のサーバーがあ

りましたが，あっという間に空っ
ぽになってしまいました。さらに
二次会へと繰り出し，晩夏の夜，
同窓の親睦を深めておりました。
今回女性会員の参加が多く，と
ても嬉しく思いました。また梅原
正年先生（Ｓ３４年卒）・一浩先生
（Ｓ６３年卒）の診療室に研修医と
していらしているＨ２８年卒の大﨑
喜昭先生も仲間に加わって下さい
ました。弱小支部ではありますが
今後も活動を継続していきたいと
考えております。

青森県支部・社保勉強会＆ビアパーティー
青森県支部 常任理事「会員ネットワーク担当」

古 川 由美子（昭和６３年卒）

社保勉強会

講師の熊谷先生＆久米田先生
（背中は清藤先生）

若い先生方に交じって…

更に楽しいビアパーティー

女性陣も飲みます！ 楽しい仲間たち

カンパ～イ！

楽しいビアパーティー

専用です

重点事業へのアプローチ
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本年４月に発生した熊本地震は猛暑の８月までの４カ月間に実に，２，０００回を超える余震が続き，多くの熊
本県支部の会員の方々が被災されました。さらに，診療所や自宅の修復工事も，工事関係の方々の人手不足も
深刻で，なかなか進まず，現在も多くの会員の方が不自由な診療や生活を強いられているとのことです。
全国の同窓会会員の方にはホームページや同窓会会報に「お見舞い支援金」をお願い申し上げた直後から，
支援金の振込みを賜り，誠に有難うございました。また，同窓会本部の各種会合や委員会のおりに設置した「支
援金箱」にも募金を賜りました。
１１月末日までに，多くの会員の先生方からご支援をいただき，７月に「第１回支援金」を熊本県支部にお送
りし，残金は１２月３日の「熊本県支部総会」に私が出席して，お渡しさせていただきました。（支援金の件
数・金額は，MLにて支部長の先生方に連絡）
２８年１１月末にて支援金の募集を締め切りました。会員の皆様のご協力に深く感謝申し上げます。
熊本県支部支部長の河野生司先生（Ｓ５６年卒）には地震発生以来，ご自身も大変な状況にありながら，支部
会員の方々の被災状況をよく把握して戴き，度々同窓会のHPの掲示板等に書き込みを賜り，本当に有難うご
ざいました。

同窓会HPの「災害情報掲示板」http : //www.tdc-alumni.jp/bin/bbs/1.cgi/は，暫くそのままにしておき
ますので，会員の被災状況等は，ご覧いただけます。

１１月２０日母校水道橋校舎において平成２８年度評議員会および都道府県代表者会が開催されました。詳細につ
いては２月号に掲載します。

会 務

平成２８年度評議員会開催
－合わせて都道府県代表者会も－

平成２８年 熊本地震への「お見舞い支援金」誠に有難うございました。
（平成２８年１１月末をもって支援金の募集を締め切りました。）

会長 矢 﨑 秀 昭

評議員会 都道府県代表者会
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第４回理事会

平成２８年９月１７日（土）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ３１名
議長 矢﨑会長

会長挨拶
この夏の天候不順の中，各位がお元気に活躍され
ていることを何よりと思っている。この秋に初めて
の都道府県代表者会と新しい形での評議員会が開催
される。大学の協力のもと，水道橋校舎内で開催さ
れることとなった。活発な議論が繰り広げられるこ
とを期待したい。
会費収入の減少は同窓会の大きな問題となってお
り，あらゆる対策を講じてはいるが，なかなか形と
して現れてきていない。各支部・連合会・大学と連
携を図りながら，さらに支部加入促進対策を講じて
いきたい。明海大学創立４０周年記念式典に出席し，
改めて本同窓会の歴史の重みを再認識したが，支部
未加入者のことを考えると，今後の方針をしっかり
検討していくことが重要となる。
大学では西棟が完成し，短期大学歯科衛生学科が
開校されるなど，順調に歩みを進めているが，財政
的には厳しい面がある。大学に対する支援をさらに
継続していくので，地域に対する要請など，一層の
ご協力をお願いする。
各地域でいろいろな行事が予定されているが，情
報を是非お伝えいただきたい。

黙 祷
滝野川支部・西村 治氏はじめ８名のご逝去を悼
み，謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告ならびに承認
１）平成２８年７月２７日から平成２８年１２月２２日までの
日程を報告。
２）各部報告
⑴ 総務厚生部：①逝去会員について規程により
弔慰共済金を支給した旨の報告。②会費，共済
負担金納入免除願いが３件提出され，受理した

旨の報告。③支部長名簿を配付，報告。④平成
２８年度会員数報告。⑤母校「水道橋校舎施設設
備整備資金寄付金」申込み状況報告。⑥会務運
営協議会報告。⑦総務・厚生委員会報告。⑧ゴ
ルフ大会委員会報告。⑨新進会員のつどい実行
委員会報告。⑩女性会員活動推進委員会報告。
⑪オンデマンド配信検討会報告。⑫平成２８年度
各支部・各クラス会への主な情報の報告。
⑵ 会計部：①地域支部連合会学術講演会助成金
の支出について１件報告。②支部・地域支部連
合会学術講演会講師派遣交通費の支出について
３件報告，承認。③地域支部連合会活動助成金
を１１地域支部に支給する旨報告。④平成２８年８
月末現在現況報告。
⑶ 渉外部：①渉外部委員会報告。
⑷ 広報部：①広報部委員会報告。②ネットワー
ク小委員会報告。③同窓会HPアクセスレポー
ト報告。
⑸ 事業推進部：①社会保障制度研究委員会報
告。②学術委員会報告。③TDCアカデミア
２０１６報告。④TDCアカデミア２０１７報告。⑤二
校会主催若手研修セミナー報告。

以上の会務報告について，全て承認。

各地域選出理事報告
関東・大野理事，信越・阿部理事，近畿・稲野理
事，中国・野間理事より報告。

協 議 事 項
１）平成２７年度東京歯科大学同窓会決算書について
説明，評議員会に議事として提出することを承
認。
２）総務・厚生部総務厚生委員会答申について説
明，項目ごとに執行部の対応案を提案。協議の結
果，一部修正のうえで承認。
３）財産（備品）廃棄処分について処分案を承認。
４）平成２９年度入会金・会費の金額案を承認。
５）平成２９年度共済負担金の金額案を承認。
６）次年度の理事会，常任理事会の日程は継続審議
とし，詳細は会長一任。
７）東京歯科大学同窓会平成２９年度事業計画（案）

理事会のうごき
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を承認。細部の文言については，会長一任。
８）東京歯科大学同窓会平成２９年度収支予算（案）
を承認。細部の修正は会長一任。
９）名誉会員１名推薦について承認。
１０）平成２８年度東京歯科大学同窓会都道府県代表者
会日程（案）を承認。詳細については会長一任。

１１）平成２８年度東京歯科大学同窓会評議員会（案）
を承認。詳細については会長一任。

１２）評議員会の議案を承認。内容の変更を伴わない
文言の変更については会長一任。

１３）評議員会協議題１題を承認。当日の提示資料は
会長，専務，担当理事に一任。

第５回理事会

平成２８年１０月１５日（土）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ３０名
議長 矢﨑会長

会長挨拶
来月，初めての都道府県代表者会および恒例の評
議員会が開催される。
都道府県代表者会は，各都道府県代表者が集ま
り，本部に対する事柄や都道府県相互の内容につい
て話し合いをしていただき，これを踏まえてより緊
密な会務運営が行えるよう期待している。また今回
は，座談会形式であるので，常任理事の先生からも
各所管について十分説明し，同窓会の事業について
より一層の理解を得ていただきたい。
評議員会には，都道府県代表者のオブザーバーと
しての参加もあるので，大学の現況についての報告
も含め，各地域に情報が伝わるようよろしくお願い
する。
先般，日大同窓会と東歯同窓会との二校会として
学術の会が催された。１１月３日には新進会員のつど
いもある。若い人達との連携，他校との連携を深
め，東京歯科大学同窓会が大学と共に一層発展して
いきたいと思うので，全国の会員のご協力をお願い
する。

黙 祷
山梨県支部・三木純子氏はじめ９名のご逝去を悼
み，謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告ならびに承認
１）平成２８年９月２１日から平成２８年１２月２２日までの
日程を報告。
２）各部報告
⑴ 総務厚生部：①逝去会員について規程により
弔慰共済金を支給した旨の報告。②罹災報告が
２件提出され，罹災共済金を支給する旨の報
告。③高齢者叙勲受章者について１件報告。④
母校「水道橋校舎施設設備整備資金寄付金」申
込み状況報告。⑤会務運営協議会報告。⑥ゴル
フ大会委員会報告。⑦新進会員のつどい実行委
員会報告。⑧女性会員活動推進委員会報告。
⑵ 会計部：①地域支部連合会学術講演会助成金
の支出について１件報告。②東歯祭祝い金への
支出を報告。③歯学体同窓会長賞への支出を報
告。④平成２８年９月末現在現況報告。
⑶ 渉外部：①渉外委員会報告。
⑷ 広報部：①広報委員会報告。②ネットワーク
小委員会報告。③同窓会HPアクセスレポート
報告。
⑸ 事業推進部：①社会保障制度研究委員会報
告。②学術委員会報告。③TDCアカデミア
２０１６報告。④二校会主催若手研修セミナー報
告。
以上の会務報告について，全て承認。

各地域選出理事報告
北海道・戸田理事，東北・田島理事，東海・国島
理事，北陸・野田理事，中国・野間理事より報告。

協 議 事 項
１）推薦会員退会願いについて１件承認。
２）次年度の理事会常任理事会について協議，承
認。
３）会費未納者への対応について協議，継続審議。
４）同窓会・会員間の連絡方法の見直しについて協
議，継続審議。
５）共済制度の見直しについて評議員会の協議題と
していることを説明，継続審議。
６）平成２８年度都道府県代表者会について協議，承
認。詳細は会長一任。
７）平成２８年度評議員会日程案・議案・協議題につ
いて協議，承認。詳細は会長一任。

理事会のうごき
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本年のゴルフ大会は９月２２日秋
分の日に埼玉県武蔵丘ゴルフコー
スにて開催されました。武蔵丘ゴ
ルフコースはタイガー・ウッズが
日本で初めてプレーをしたことで
有名であり，また毎年女子プロゴ
ルフトーナメントが開催される本
格的チャンピオンコースです。当
日は台風の襲来が心配され若しや
と思われましたが，なんとか直撃
は免れ中止とはなりませんでした
が雨雲が残り，プライベートでは
キャンセル必至の土砂降りプレー
となってしまいました。その降り
しきる雨の中，球も飛ばずランも
なく皆様大変ご苦労なされていま
したが，ただグリーンのコンディ
ションは素晴らしく，水たまりが
ほとんどない状態だったのが救い
でした。昭和２５年卒の大先輩から
平成１５年卒の若人まで全員濡れ鼠
となり，ただ黙々とプレーされて
いました。
競技はアンダーハンディの１８
ホールズストロークプレーで行わ
れ，ハンディキャップはダブルペ
リア方式で算定しました。当日
の参加者は１３３名で，その内シニ

アは３７名（シニア（６５歳以上）１８
名，グランドシニア（７０歳以上）
１９名），女性は１６名でした。
懇親会は山﨑副委員長の司会
で，矢﨑秀昭大会会長・同窓会長
の挨拶から始まり，来賓のご挨拶
を佐藤 亨教授にいただきまし
た。続いて臼井文規専務理事のご
挨拶の後，福本恵吾同窓会担当理
事から会計報告がありました。
春山良夫埼玉県支部長の乾杯の
後，表彰式を行い小林菜穂委員に
よって成績発表と賞品授与が行わ
れました。優勝は海野 智先生
（埼玉県Ｓ５６）で同窓会長杯とし
て矢﨑会長よりトロフィーが授与
され，準優勝は松村栄治先生（千
葉県Ｈ９）で理事長杯が，３位は
山﨑真司先生（埼玉県Ｈ１）で学
長杯がそれぞれ佐藤教授より授与
されました。ベストグロス賞男子
一般はスコア８４でラウンドした２
名で，町田貴敏先生（板橋Ｈ４）
と松村栄治先生（千葉県Ｈ９），
シニアベスグロ賞はスコア８０の
坂井 清先生（三重県Ｓ４７），グ
ランドシニアベスグロ賞はスコア
８２の成田賢二先生（埼玉県Ｓ４３）

が授与されました。女子ベスグロ
賞はスコア７５の安藤公美先生（目
黒Ｈ１５）で３年連続の全体ベスグ
ロでもあり，恐れ入ったもので
す。
他に４位から３０位までが入賞と
してギフト券を，そして３０位以降
は５位刻みで１００位まで，１００位か
らは１０位刻みで１３０位までを飛賞
として賞品を贈りました。
本大会の開催にあたり大学なら
びに同窓会本部，同窓会埼玉県支
部から多大な協力を承りました事
に深く御礼申し上げます。さらに
大会運営にお手伝い頂いた同窓会
事務局ならびに武蔵丘ゴルフコー
スの皆様に感謝申し上げます。
来年の大会は神奈川県の戸塚カ
ントリークラブにおいて９月２８日
（木）に開催の予定です。より盛
大で意義ある楽しい大会にする所
存でおりますので宜しくお願いい
たします。
最後になりましたが同窓会会員
の皆様の益々のご活躍をお祈りい
たしましてご報告とさせていただ
きます。
（大会実行委員長 中川路健司）

第４４回同窓会主催全国ゴルフ大会を終えて

総 務 厚 生 部

大会当日の写真が同窓会ホームページ≪http : //www. tdc-alumni. jp≫に掲載されています。
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ゴルフって
どんなナイスショット，ミス
ショット，木の根っこに止まって
しまうようなアンラッキーなこと
も，すべて自分自身の責任で解決
しなければならないスポーツだと
思います。そこが私にとって向い
ていたようで，２５歳の時にまずは
父の手ほどきで始めてから，ずっ
とハマったままで３５年間やり続け
ています。主に競技を中心にプ
レーしていますが，モットーはど
んな時も楽しんでプレーすること
です。
さて台風当たり年の今年，過ぎ
去った台風１６号の影響がまだ残っ
ていて一日中雨の大会となりまし
た。その雨の影響もあってか，皆
さんスコアーメイクに苦労された
ようです。私のゴルフも同様に良
い悪いが激しく，トリプル２つ，

ダボ２つ，ボギーが５つ（あとは
パー）という内容でした。ところ
がその叩いたすべてのホールが隠
しホールとなり予想以上のハン
ディが付き，あっと驚く優勝をさ
せていただきました。こんなこと
は３５年間ゴルフをやっていて初め
ての事です。先日還暦を迎えたお
祝いにとゴルフの神様が微笑んで
くれたのではないかと思います。
大会担当理事の役目を退いてか
ら早３年，気楽に参加させてもら
えるようになりましたが，今年も
準備の段階から当日まで大会開催
に携わったすべての皆様に，そし
て当日一緒に楽しくプレーしてい
ただきましたＨ４年卒髙橋潤一先
生，Ｈ１４年卒小林菜穂先生に感謝
申し上げます。
最後に，「ゴルフの神様」あり
がとう。

大好きなゴルフで
まず初めに大会開催にあたりご
尽力頂いた関係者の先生方に厚く
御礼申し上げます。
今回の大会が４年目。相模原
GC，おおむらさきGC,オ リン
ピックの会場になるであろう霞ヶ
関CC，そして今年が武蔵丘ゴル
フコース。同伴競技者は同級生（H
４卒）の根本敬規先生・宮田太郎
先生・毎回早朝からパーティまで
広報の写真を撮ってくれている
西村哲雄先生。
今年は朝からの大雨。大会側か
らの中止の電話を期待しながら
コースへ向かうと，参加されてい

る先輩の先生が黙々と練習をされ
ている姿を見てビックリしまし
た。
３年連続一般男子ベスグロを頂
いて今年も，と心に秘めて悪天候
の中気持ちを切らさずにプレーを
心がけていたのですが，スコアは
増えるばかり。意気消沈しながら
パーティに参加すると，なんと
松村栄治先生（H９卒）と同スコ
アのベスグロ。最後まで諦めては
いけないことをゴルフから学びま
した。
同級生や先輩方から祝福され，
また来年の参加を決意して帰宅の
路につきました。

優 勝

海野 智先生（昭和５６年卒）

ベスグロ

町田貴敏先生（平成４年卒）

総務厚生部
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１０月６日（木）午後６時３０分よ
り，横浜ベイシェラトンホテルに
て参議院議員 島村 大先生（昭
和６０年卒）の「励ます会」が開催
されました。島村先生のパー
ティーは都内で開催した昨年に続
き二度目ですが，任期を折り返し
た今年は地元横浜で催されること
となりました。
当日は４００名もの島村先生を応

援する人々が集い，まさに満員御
礼といった様相で会場は活気にあ
ふれ，大盛況でした。
島村 大先生は，皆様もご存じ
のとおり，歯科界のため大変に尽
力くださっています。初当選から
の３年余り，神奈川県選挙区選出
の議員として「健康長寿世界一を

神奈川から」を公約に掲げ，国民
にとっての歯科口腔保健の重要性
を，参議院の委員会や自民党の部
会など，ことあるごとに訴え続け
てこられました。まさに国民目
線，国民代表としての発言は説得
力と迫力に満ちています。
さて，当日は菅 義偉官房長
官，松本 純国務大臣など多くの
神奈川県内の国会議員，地方議員
が駆けつけたほか，島村先生が幹
事長を務める日本・ガーナ友好議
員連盟のご縁で，ガーナ大使ご一
家も来場されました。富田 篤神
奈川県歯科医師連盟会長の乾杯の
後は，終始賑やかで和やかな懇談
のひとときとなり，そして今年
も，矢﨑秀昭同窓会長が島村先生

への激励と参集者への謝辞を述べ
られ，閉会となりました。
会場へは母校の井出吉信学長は
じめ島村 大先生に期待をかける
歯科関係者も多数出席していまし
たが，神奈川・東京の一般の企業
団体の方々も大勢足を運ばれてい
るようでした。おそらく島村先生
ご自身が３年後の戦いを見据え，
常日頃フィールドを広げておられ
るのでしょう。
今年も全国より多数の同窓の皆
様のご参加，ご協力を賜り誠にあ
りがとうございました。これから
も，皆様と共に島村 大先生を応
援し，ますますのご活躍を期待し
たいと思います。

「参議院議員 島村 大君を励ます会 in 神奈川」

渉 外
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２０１７年は，学術の３部門（臨床セミナー・医療教養・卒後研修）が再度一緒になりました。臨床セミ
ナーでは，スタンダードに戻って，以前好評だったセミナーとマイクロスコープによる歯内療法，スポー
ツマウスガードのセミナーなど皆様の興味がある内容を企画いたしました。医療教養では，リベラルアー
ツ，フロントランナーおよび医療教養セミナーを１日で開催する企画も考えましたので，より多くのご参
加をいただき，生涯研修セミナーとして先生方の診療の一助となれば幸いに存じます。

臨床セミナー

エンドセミナー
マイクロエンドドンティクスの極み
～歯内療法の基礎からマイクロスコープの基本的操作習得の１．５日～ ５月２０日（土），２１日（日）

講師：古澤成博 教授
近年における歯内療法はCBCTによる診査診断，マイクロスコープの併用，Ni-Ti ファイルを用いた根

管拡大形成と，従来の根管治療と比較してより高度な精度の高い治療へと変化してきています。今回は特
に，マイクロスコープによる歯内療法を習得していただこうと企画いたしました。マイクロスコープの基
本操作，有効的な使用方法はもちろん，基本的な歯内療法の考え方や根管治療のポイントも押さえた，基
礎的なセミナーとなっております。臨床経験の浅い先生から，これからマイクロスコープを取り入れよう
と考えてらっしゃる先生方まで幅広く参加いただけるセミナーであります。

TDCアカデミア 臨床セミナー２０１７のご案内

事 業 推 進 部

臨床セミナー２０１７ 講師陣

古澤成博 先生 佐藤 亨 先生 武田友孝 先生 船登彰芳 先生

末石研二 先生 西井 康 先生 立木千恵 先生
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補綴セミナー
最近のメタルフリー歯冠修復の実際
～オールセラミッククラウン，CAD/CAM冠治療の勘所～ ６月１１日（日）

講師：佐藤 亨 教授
ここ数年の審美歯冠修復処置は目覚ましい発展で，特にジルコニアは，前歯部のみならず，臼歯部にも
オールセラミックスを可能としました。また，昨年からCAD/CAM冠の小臼歯部への保険導入など，審
美治療の選択肢を広げています。これらのメタルフリー歯冠修復物はジルコニアやガラスセラミックスを
中心に様々な製品を一度総括し，それぞれの特徴や適応範囲を再確認し，より良い治療法の選択肢の幅を
広げられるよう，一度整理していただけるセミナーです。併せて，支台歯形成の基本や接着操作などのワ
ンポイントアドバイスを講演から聞いていただくことにより，さらなる臨床の幅を広げていただきたいと
思います。

スポーツ歯科セミナー
適切なマウスガードの必要性，効果およびその設計・製作法 ６月１１日（日）

講師：武田友孝 教授
近年スポーツと歯のかかわりについては，国民やアスリートから関心や認識が高まっています。また公
認スポーツデンティストが様々な大会や，２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックの現場において医
療運営の支援やチームデンティストとして注目されてきています。さて，一般歯科とアスリートの関わり
が深いのがマウスガードであります。しかしながら安全性とは程遠いものや，間違ったマウスガードを使
用しているアスリートがいるのが現実です。正しいマウスガードの製作法を学んでいただきます。

ペリオセミナー
今こそ見直そうあなたの歯周治療
～スキルアップのための歯周治療の実践と歯周外科の基本技術の習得～ ７月９日（日）

講師：船登彰芳 先生
現在，日本人の成人の約８０％は歯周病に感染しているといわれています。しかし，歯周治療の知識・歯
周外科の経験不足から適切な診断及び処置がおこなえず，歯周治療において思うような結果が出せない，
ということも報告されています。今回のセミナーでは，日々の臨床ですぐに実践できる歯周治療の知識を
学んでいただき，実習では豚を用い歯周外科の基礎を徹底的に習得していただきます。

MTMセミナー
はじめてのMTM
～入門！ やさしい歯の移動テクニック～ ９月３０日（土），１０月１日（日）

講師：末石研二 教授・西井 康 講師・立木千恵 助教
審美補綴を考慮したエクストルージョン，補綴設計の幅を広げる大臼歯のアップライト，咬合育成の一
助となるレベリングなど次の一手となるテクニックとして，MTMは是非とも身につけたい臨床スキルで
す。適応症，固定源の取り方などの基本的なことから，術式の注意点まで講演と実習を通して修得できま
す。また，症例を通して，症例選択，診査と治療方針を含めた具体的なテクニックを，実習は，MTM臨
床において使用頻度の高いワイヤーベンディングの基本，タイポドント実習では各種MTM装置の手技
術式と歯の移動を実習いたします。

事業推進部
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医療教養One day セミナー １１月１２日（日）

Part１ リベラルアーツ講座
「味覚とおいしさの科学」
～和の味を再確認しよう～

講師：澁川義幸 准教授

歯科医療の専門化，高度化が進む中で，専門職におけるリベラルアーツの重要性が再認識されておりま
す。そこで，歯科医のための教養講座として，多彩な分野より講師をお招きして，講演会の開催を企画し
ております。
今回の講演では，味覚の解剖学的，生理学的基礎知識，五基本味，味覚の受容機構などを解説いただき，加

えて，現代若年者における味覚の問題点，味覚の嗜好性に伴う大脳生理などについてもお話しいただきます。

Part２ フロントランナーセミナー
求められる歯科医師像

講師：高添一郎 名誉教授
各分野で長年にわたり活躍されている著名な先生を講師としてお招きして行う講演会です。長年の経験
の中から，次世代へ伝えたい事などをお話しいただき，世代間での交流を目的としたセミナーです。
少子・高齢化や医療・教育制度などで歪みを生じた社会環境の下，医療全般が多くの問題を抱えています。

我々歯科医師は良質な医療の提供を望まれており，その前進するための鍵を，このアカデミアの枠組みを熟視
ながら，皆さんと一緒に考えていただきたいと思います。

Part３ 医療教養セミナー
「人生の最期を人はどう迎えるか」
～終末期における歯科医療の役割と可能性～

講師：坂口秀夫 先生・平井基之 先生・遠藤眞美 先生
歯科医療をとりまく社会環境の変化に伴い，歯科医師の社会的責務も多様化しております。そこで，本
セミナーでは教養学習を通じて医療人としての社会性や歯科医療倫理観を高めるとともに，多角的で幅広
い視点を養うことを目的としています。
人生の終末期の体の変化や本人や家族を取り巻く環境や課題を理解するとともに，国民の口腔保健を担う歯

科医の責務として，人生の終末期に対して果たすべく役割と可能性について講演いただきます。

（事業推進部 アカデミア学術部委員長 加藤賢祐）

澁川義幸 先生 高添一郎 先生 坂口秀夫 先生 平井基之 先生 遠藤眞美 先生

事業推進部
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平成２８年１０月２日，秋晴れのす
がすがしい日曜日，母校新館８階
講義室において，日本大学歯学部
同窓会と東京歯科大学同窓会との
共催において「二校会 若手支援
セミナー」が開催されました。こ
の二校会は，平成２５年に本校同窓
会主催の「若手支援セミナー」を
共催したことにより発足し，両校
同窓会の学術委員会運営の元，第
３回を迎えた今回は，講義室に立
ち見が出るほど，多くの熱気溢れ
るフレッシュな先生方にご参加を
いただきました。
本同窓会矢﨑会長の挨拶に続き
ご講演をいただきました。

「経過観察から見えること」
熊谷真一先生

卒業間もない頃，テクニックを
身につければ何でも治せるに違い
ないと考えていました。
しかし，臨床の場に立って経験
を重ねると，急性と慢性，疾病と
障害，診断と評価，治療と処置，
個人差や個体差の違いに気づかさ
れました。治療を行うためには診
断が必要です。しかし歯科医療の
分野では，診断と処置方針がなか
なか直接結びつきません。慢性疾
患である歯周病や，欠損への処置
方針となれば，患者の性格や価値
観，その周囲を取り巻く環境まで
影響します。（中略）最小限の侵
襲で十分な効果を得るためには問
題点を抽出し，処置や経過の中で
臨床記録を残しながら検証するこ
と，そして治療後の経過観察も重

要です。経過観察の中で変化を見
つけると，それに付随した診断や
処置の問題点が見えてきます。

「歯を活かしきる歯科臨床」
押見 一先生

インプラントや審美歯科が話題
の中心だった少し前の歯科界，し
かし，世相を反映してか，やはり
最も大切なのは歯を活かしきる臨
床だと皆が気がついたのではない
でしょうか。（中略）若い方々は
技術的なことをマスターすること
を優先されると思いますが，歯を
活かしきることは患者とのコミュ
ニケーションを通じて，口腔疾患
が生活由来であることを解っても
らうことが肝要です。つまり，歯
を活かしきるには多科に渡る必要
にして十分な技術を持つととも
に，患者が自分の生活を振り返り
自らそれを整えることなしに成し
えないのです。そして，今までこ
の状態なら何の疑いもなく抜歯し
ていたけれど，誰かが担当してい
たら残せたかもしれないと思う
と，挑戦したくなるのが本気の歯
科医だと思うのです。特に若い

方々はインプラントを考える前に
歯を残すことにある時期ドップリ
浸かって格闘しなければ何も診え
てきません。長い時間をかけて処
置が終わった時の患者の喜びの顔
を想像しながら患医が一緒になっ
て取り組む時，私は歯科医になっ
て幸せだとしみじみ思うのです。
講師の先生方が，若い先生に伝
えたい想いがそのまま伝わるよう
抄録を掲載させていただきまし

第３回 二校会「若手支援セミナー」開催
二校会

熊谷先生 押見先生

事業推進部
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た。卒後５年目くらいまでの先生
が今までの，そしてまさに今この
時に想い悩んでいることに，解決
の糸口が見つかった先生もいらっ
しゃるのではないでしょうか？そ
して，卒業間もない若い先生方
が，臨床に携わる中で，患者さん
の信頼を得るにはどうしたら良い
のか…，どんな視点・角度から望
むことが大切なのか…。将来有望
な若い先生方にとり，とても刺激
になる有意義な講演会だったと思

います。
本事業は，学術面での交流はも
ちろんの事，両校同窓会の親睦を
深め，歯科界全体を盛り上げるこ
とにも繋がるものと期待します。
この抄録を読んで，私も行けば
良かったと思った若い先生。来年
も，学術委員会の先生方が趣向を
凝らしたセミナーを準備してくれ
ていますので，是非，ご期待を！
（取材・広報部 佐々木葉子）

講師に感謝状贈呈 講師を囲んで

集合写真

事業推進部
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２０１６年９月１０日（土）・１１（日），
２日間
受講生３０名，東京歯科大学出身

者４名他大学出身者２６名と同窓以
外の方が大半を占めていました。
今まで取材したセミナーの中でも
一番若い受講者が多いのにも驚き
ました。
コーヌスについて学べる機会が
大学でも臨床でも少なく，貴重な
セミナーとなっています。

１日目 １３：００－１８：００

鷹岡講師 コーヌスの利点概要症例

藤関講師 内外冠同時作成法

野嶋講師 コーピング法による印象

支台歯形成実習 個歯トレイ作製
（鷹岡講師作製の注意点，ビデオ）
個歯トレイによる印象実習
野嶋講師による形成印象の注意点
４講師による質疑応答
・内冠の長さの基準があるか
・個歯トレイ印象時本数が多く
なった時に個歯トレイ内の印象
硬化後各個トレイ

２日目 ９：００－１６：００
講師による形成実習の評価
藤関講師によるスライドでの形成
評価
注意点の説明
・模型に着脱方向の指標をつける
（フィッシャーバーなどで）
・形成は切削したい時は反時計回
り仕上げは時計回り。（野嶋講師）

形成修正実習
テンポラリー作製実習

１０人づつ班に分かれて症例検討
（チュートリアル）
３講師による班検討の解説

実際の治療経過の説明

コーヌスに何を期待しているか。
宮地講師

技工所の紹介
技工所との連携の大切さ，具体的
な技工所紹介。
藤関講師による長期症例から
３０年を超える長期症例を通してト
ラブル経過について解説

受講生はコーヌス症例経験者，
未経験者混在していましたが，貴
重な２日間となりました。
（取材・広報部 島田 篤）

TDCアカデミア ２０１６ 臨床セミナー／補綴セミナー

「明日から取り組めるコーヌスクローネ ２０１６」

卒研リポート

事業推進部
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牧野先生

去る平成２８年９月１５日（木），
水道橋校舎南棟６Ｆ会議室におい
て，フロントランナーセミナー第
２回が開催された。
今回は，「歯科臨床を愉しみに

～生涯，卒後研修～」という演題
で，本学昭和５９年卒業富山県高岡
市開業の牧野 明先生をお迎えし
て行われた。講演に際しては，ま
ず本校同窓会矢﨑会長の挨拶を頂
いた。

牧野 明先生は学生時代にラグ
ビー部であったことはよく知られ
ているが，国試の２カ月前に決勝
戦に出場しているというエピソー
ドから驚きであった。他にもマラ
ソン・登山・スノボに釣りと，と
ても趣味が多く，いくら時間が
あっても足りないが，その中でも
一番情熱をもって楽しくやってき
たものは歯科治療だという。特に
歯周治療は，新たな発見と達成感
をもって夢中にやってきた。
ギネスブックでも「全世界で最
も患者が多い病気は歯周炎などの

歯周病である。地球上を見渡して
も，この病気に冒されていない人
間は数えるほどしかいない。」と
掲載されている。これは私たち歯
科医師にとってはとても不本意な
ことと言える。
先生にとって卒業後２年目の時
にDr. Lindhe の臨床歯周病学を
翻訳した岡本 浩先生との出会い
が歯科医としてのターニングポイ
ントとなった。その後数年間は記
憶がないくらいがむしゃらに臨床
に明け暮れた。そして歯周病の簡
単なケースから始めると，結果を
予測できるようになり，予測して
出来るようになると，予告してで
きるようになっていった。そんな
繰り返しをベースとして，先生の
臨床は徐々に確固たるものとして
確立していったのである。
そして，１９９０年にTDC卒研セ

ミナーに参加したことがきっかけ
で，スタディーグループ活動に参
加していくようになった。まず最
初の目標を，「臨床歯科を語る
会」で通用する臨床家になること
と定めた。その後スタディーグ
ループでの発表を通じて，臨床記
録の大切さに気付くことになる。
先生は「記憶より記録」「処置の
妥当性は経過のなかに」というこ
とを念頭に，規格性のある資料の
整備と経過観察を一番大事にして
きた。また「Ｘ線写真の質が医院
の実力を示す」とも言われ，試行

錯誤の末に医院の総合力を上げて
いった。当時の写真はスライドで
あったため，診療室は増患ととも
にスライド写真で溢れていった。
それから２００３年に診療室のデジタ
ル化にともない資料の大幅な整理
も出来つつあった。そうした地道
な努力こそが若い歯科医にとって
一番重要で自力のつく学習法であ
ると解く。
そうやって鍛えられ培われた臨
床は，その後の海外での学会に積
極的に参加するようになった際に
も十分通用するものであった。
先生の歯周治療のプロセスは，
１．炎症がひいてから，２．局所
麻酔はしない，３．１歯１回で，
４．シャープニングが肝である，
としている。歯周病は，歯周基本
治療とメインテナンスで多くの症
例は安定することから，歯周基本
治療の重要性とは，１．適応症が
幅広い，２．臨床的に評価できる
治療効果，３．長い上皮付着は安
定した治癒であり，つまり，結合
組織性付着への変化が期待される
と結んだ。
午後１９時から始まったセミナー
は，１時間３０分という時間が瞬く
間に経過していった。参加された
先生方にとって，またこれから開
業していこうという若手の先生方
にとっても大いに刺激になったこ
とと思う。
（取材・広報部 山口雅史）

TDCアカデミア ２０１６ 医療教養 フロントランナーセミナー

第２回 『歯科臨床を「愉しみ」に』
～生涯，卒後研修～

卒研リポート

会場

症例

講師を囲んで

事業推進部
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去る平成２８年１０月２９日（土）３０日（日）の両日，
本学水道橋校舎新館において第４８回東歯祭－フェ
スティバル２０１６－が開催された。血脇記念ホール
では合唱部，演劇部，Big Band Jazz，管弦楽部，
MLS，ダンス部，の各発表と，男装女装コンテス
トなどが行われた。また７階実習講義室において
は，各クラブポスター展示，８階ラウンジではダー
ツゲーム，プラ版アクセサリー，ヨーヨーすくい，
茶道部などの各イベントが行われた。３０日（日）に
は，同じく新館において平成２８年度歯学体報告会，
ならびに東歯祭後夜祭が開催され，優秀な成績をお
さめたクラブの表彰が行われた。

母 校 だ よ り

第４８回東歯祭および後夜祭・歯学体成績報告会

東歯祭実行委員へ同窓会長賞授与

男装・女装コンテスト学長挨拶

管弦楽部ダンス部

21



東京歯科大学ゴルフ部は同好会
から出発し，昭和４８年に創部さ
れ，以降約４５年間活動を続けてい
る歴史あるクラブです。
現在の主な活動は，週２回の打
ちっ放し練習場での練習と，春と
夏に行われる合宿です。大会は春
季，夏季，秋季に行われる関東大
会と，８月に行われる全日本歯科
学生総合体育大会（オールデンタ
ル）へ出場しております。近年で
は平成２７年に夏季関東大会にて男
女総合優勝を果たし，関東制覇を
いたしました。
今年のオールデンタルの出場選
手を決める夏合宿は，栃木県の
ニューセントアンドリュースゴル
フクラブジャパンで行いました。
このゴルフ場は，あのジャック・
ニクラウスが日本で最初に設計し
た名門コースであり，難易度の高
いコースとして知られています。
そのような場で合宿を行った結

果，個々の技術を今年のデンタル
の会場，久邇カントリークラブで
も発揮することができ，昨年度よ
りも良いスコアを出すことができ
ました。しかし，関西の大学がと
ても強く，順位は男子団体７位，
女子団体６位，男女総合７位に留
まりました。ゴルフはスイングを
身体に身につけるだけでなく，そ
れをゴルフ場で今自分のいるシ
チュエーションにおいて体現しな
ければなりません。それには打
ちっ放し練習に加え，実際にゴル
フ場でラウンドすることで知識と
経験を増やし，メンタル面も鍛え
ることが重要となります。
私たち４年生は間もなく引退し
ますが，１０月から始動する新幹部
のもと，更に強い部活になれるよ
う私たちもしっかりサポートをし
て行きたいと思っております。そ
して来年度のオールデンタルでは
順位を１つでもあげ，本学の目指

す文武両道をモットーとして，上
位入賞いや優勝できるよう後輩を
指導したいと思います。
現在，部員３０名で活動しており

ますが，私たちが今活動出来てい
るのも日頃より支えてくださる部
長の櫻井教授をはじめ，OB・OG
の先生方，諸先輩方のおかげであ
ると感じております。このような
素晴らしい部活を創り上げてきて
くださった先生方，先輩方に，今
一度感謝申し上げます。ありがと
うございました。
今後もゴルフ部への応援を宜し
くお願いいたします。

準会員のページ

ゴ ル フ 部
４年 主将 守屋 聡亮
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全日本歯科学生総合体育大会
このたび第４８回全日本歯科学生

総合体育大会ヨット部門におい
て，東京歯科大学ヨット部は団体
４位という結果でした。
本年度のオールデンタルはヨッ
トのメッカであり，２０２０年東京オ
リンピックではヨット競技の会場
となる，神奈川県藤沢市の江ノ島
ヨットハーバーでの開催でした。
江の島ヨットハーバーは１９６４年の
東京オリンピックの際にヨット競
技の会場として建設されたハー
バーでもあり，そのような舞台で
闘えることは幸せでした。
デンタル前の合宿では部員全員
が同じ屋根の下で過ごし，同じ釜
の飯を食べ，一つの家族のように
なりました。練習面では，江の島
がホームハーバーである鶴見大学
をはじめとした他大学とも合同で
練習を行い，互いに切磋琢磨し練
習に励みました。自分たちだけで
は気づかないような点も合同練習
では発見することがあり，技術の
向上につながりました。
オールデンタル当日は一日目，
二日目ともに快晴に恵まれ，一日
目は中風，二日目は強風と絶好の
ヨット日和の天気でした。
また，３５℃を超える猛暑日のな
か大勢の先生方が応援に駆けつけ
て下さり，選手や部員の励みとな
りました。
団体４位という不甲斐ない結果
となってしまいましたが，今年の
経験を活かし，来年こそ良い結果
を残せるよう不退転の覚悟で臨ん
でいきます。

近況報告
現在は新しい幹部の体制のもと
で来年のオールデンタルを意識
し，１１月下旬の新人戦となる千葉
県学生選手権にむけて，秋の練習
に励んでおります。その新人戦で
ヨットを始めて半年の一年生部員
でも戦えるようになることが目下
の目標です。
ヨットはマリンスポーツであ
り，自然を相手に戦うものです。
それがヨットの醍醐味でもありま
すが，安全に関して特別な配慮が
必要です。そのため安全第一で練
習を行っております。
ヨットというスポーツの特性上，
練習には十分な時間が必要なた
め，土日しか練習することが出来
ません。充分な練習時間が確保し
にくいのですが，一回一回の練習

を大切にし，一致団結して取り組
んでいます。練習中に沸いた疑問
はその日のうちに解消し，部活の
終了前には反省会を行っています。
このようにヨットに乗っていら
れるのは，部長・副部長の先生，
OB・OGの先生方をはじめとし
た周りの皆さまの，惜しみないご
支援やご協力のおかげです。また
今年度はレスキュー艇の故障など
ヨット部として困難な問題が多く
ありました。それを乗り越えられ
たことも皆様のご支援とヨット部
への深いご理解の賜物です。この
恩に報いるためにヨットの技術を
継承し，ヨット部４０年以上の長き
にわたる伝統を守らなければなり
ません。そのために部員一同一層
努力し，練習に励むことをここに
誓います。

ヨ ッ ト 部
３年 主将 磯部 徹

一日目第３レーススタート直前の
２９３５７ペアの写真

他大学との合同練習中の写真
後ろに見えるのは江の島と
江の島ヨットハーバー

応援に駆け付けて下さった末石部長，OBの島村先生，部員一同

準会員のページ
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平成２８年１０月２９日（土），３０日（日）に開催しました『第４８回東歯祭』は，滞りなく全日程を無事に終
了することができ，実行委員一同大きな安堵と達成感を得ています。これもひとえに井出吉信学長はじめ
多くの先生方や学生課の方々並びに参加してくださった部活・研究会などの関係者の皆様の御協力の賜物
であり，実行委員長として心より深く感謝申し上げます。また，同窓会の先生方からも過分なるご厚誼を
賜りましたこと，この場をお借りし厚く御礼申し上げます。
さて，今年度は初日に血脇記念ホールに於いて，混声合唱部が今年度から参加したことにより６団体す
べての公演を行うことができました。２日目は，実行委員会主催による女装・男装コンテストを開催し，
無事に成功を収め大変な盛り上がりを見せました。その他，以前東歯祭が千葉校舎で開催されていた時，
各講座から有志を募って行われていた講座展示や茶道部によるお茶会等，様々な企画を以て東歯祭の更な
る可能性を示すことができた年となりました。
大学の中枢機能が水道橋へ移転したことにより東歯祭開催のイベントもより都市型にコンパクトに行う
ことができました。今後の課題として，実行委員会は東歯祭における企画の数の増加と学生参加の促進を
掲げています。今年度の来校者は延べ約９００名と，一昨年，昨年よりも多くの方に来校していただくこと
ができ，大台の１，０００名達成まであとわずかというところまで到達いたしました。来年度は，是非とも開
校する短期大学の学生とともに，さらなる来校者の獲得，そして学生だけでなくOB・OGの先生方にも
楽しんでいただけるような学園祭を，目指していきたいと考えています。
最後になりましたが，私たち実行委員会は一人でも多くの在校生が積極的に参加したくなるような学園
祭を皆で作り上げていきたいと考えております。同窓の先生方及び関係者の皆様には今後ともお力添えを
賜りたくお願いするとともに，私たち実行委員会一同も，より一層魅力的な学園祭づくりに励んで参りた
いと思います。

東歯祭実行委員会委員長 趙 顯哲（４年）

第４８回 東 歯 祭

実行委員長挨拶

今年度東歯祭実行委員の学生諸君

準会員のページ
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関東地域支部連合会

平成２８年度総会
平成２８年度関東地域支部連合会
総会は，群馬県が当番県として高
崎市の高崎ビューホテルにて９月
４日（土）に開催された。当日は
台風の影響で天候が心配された
が，私たちの「おもてなし」の気
持ちが天にも通じたのか？時々日
差しが差し込むような穏やかな天
候の中での開催となった。
総会は，約１００名の参加者が関

東各県から集い，物故会員への黙
祷の後，来賓としてお招きした
井出学長・早速同窓会副会長・
白須賀衆議院議員・島村参議院議
員からそれぞれご挨拶をいただき
始まった。
議事の前の報告では，大学報告
として井出学長から大学新人事と
完成した西棟についての報告と，
学生の授業風景などと共に，超高
齢者時代を迎える学生教育の方向
性について説明があった。その他
に，大学関連の報告として東京歯
科大学短期大学歯科衛生学科のお
話があり，これから短大生として

東京歯科大学の教育を受け，さら
にスキルアップした歯科衛生士が
現場に登場して来る事になる。私
たち同窓の歯科医師としても，さ
らにスキルアップ？をしなければ
いけないかと思うと…。
また本部報告は，臼井専務理事
より熊本地震への支援，評議員人
数の削減，同窓会１２０周年記念誌
の発刊などについて報告があっ
た。
会務報告と支部長懇談会報告
は，それぞれ群馬県支部の中世総
務担当と引田支部連合会会長から
行われた。
議事では執行部から３つの議案
が提出され，問題なく承認された。
最後に次期当番県である埼玉県
支部の春山支部長からご挨拶をい
ただき総会は，無事終了した。
引き続き，記念講演会が群馬県
立女子大学の松浦利隆教授から
「富岡製糸場と絹産業遺産群の世
界遺産登録について」という演題
で行われ，世界遺産登録までのプ
ロセスやご苦労なさったお話の他

に，私たちが映画や小説などで思
い込んでいた間違った知識につい
てもお話いただき，普段聴くこと
の出来ないお話を非常に楽しく聴
講させていただき有意義な講演会
となった。
記念講演会の後は，メインとも
言える懇親会が行われた。懇親会
では，オープニングに高崎名物
「頼政太鼓」をお楽しみいただき，
群馬が誇る食材である上州牛やギ
ンヒカリ鱒，地酒の数々を堪能し
ていただくとともに年代毎の席次
の設定など，「群馬のおもてなし」
を堪能していただけたかと思う。
懇親会のフィナーレのセレモ
ニーでは，関東地域支部連合会旗
が群馬県の引田会長から次期当番
県の埼玉県の春山支部長に受け渡
された。
グランドフィナーレともいえる
校歌斉唱は，合唱部OBの森下
仁史先生のリードで４番までのフ
ルコーラスで行われ，最後の校歌
のフレーズである「飛躍の朝」を
迎えられる事を誓い平成２８年度関
東地域支部連合会総会は，盛会の
内に幕を閉じた。
（平成１年卒・片野勝司 記）

支部のう ご き

講師 松浦教授

支部長懇談会出席者

写真が同窓会ホームページ≪http : //www. tdc-alumni. jp≫に掲載されています。
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東海地域支部連合会

平成２８年度総会
平成２８年９月４日（日），静岡

県ホテルアソシア静岡にて，東海
地域支部連合会が開催されまし
た。東海地域とは静岡県，愛知
県，三重県，岐阜県の４県で構成
される地区会です。毎年，各県の
持ち回りで行われています。今年
は静岡県が監事県になって，東京
歯科大学同窓会地域支部連合会会
長 神田潤二先生のもと静岡県で
開催されました。出席者は静岡県
４２名，愛知県１０名，三重県８名，
岐阜県５名の合計６５名の出席をい
ただきました。来賓に東京歯科大
学同窓会会長 矢﨑秀昭先生，東
京歯科大学副学長 橋本正次先生，
東京歯科大学同窓会常任理事
髙橋潤一先生，東京歯科大学同窓
会理事 国島真希子先生，静岡県

歯科医師会会長 柳川忠廣先生の
５名の来賓を迎え行われました。
総会は来賓の先生方による挨拶の
後，同窓会の近況，同窓会１２０周
年記念会について，同窓の国会活
動について話されました。大学の
近況，国家試験の結果や新しい校
舎の完成等について話されまし
た。各報告，各議事を行いまし
た。次期開催県，愛知県支部の
成瀬 健支部長の挨拶で終了しま
した。総会終了後は記念講演とし
て久能山東照宮 宮司 落合偉洲様
による「徳川家康公と久能山東照
宮－家康公と西洋時計－」のタイ
トルで講演をしていただきまし
た。最初に家康公顕彰４００年の話
に始まり，久能山東照宮が国宝に
指定された話をされ，その後スペ
イン国王から駿府城の家康公に贈

られた西洋時計の話になりまし
た。贈られた西洋時計（１５８１年マ
ドリッド製：国の重要文化財）に
ついての講演になりました。時計
は，江戸時代に久能山東照宮神庫
に保存され，使われることのな
かった時計は当時のまま伝えられ
ることになったとのこと，西洋の
時計はほとんど部品交換され新た
な技術が加わっているが，この時
計は９９％オリジナル部品の持つ時
計とのこと，現在は西洋にも現存
しないとのこと。講演終了後，場
所を変え懇親会を行い，最後に静
岡の荻原先生の指揮により，東京
歯科大校歌を全員で合唱し，会を
中締めしました。他県の同級生と
夜の静岡の町の闇に消えていきま
した。
（昭和５７年卒・辻 吉純 記）

支部のうごき
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横浜西部支部

平成２８年 秋の総会報告
平成２８年１０月１５日土曜日，ホテ

ル横浜キャメロットジャパンに
て，秋の総会が行われた。当番区
は保土ヶ谷区で，出席人数は２０名
であった。ご来賓は，金子 譲東
京歯科大学元理事長，西山 潔東
京歯科大学神奈川県支部連合同窓
会会長であった。
第１部は学術講演会であった。

武居 純君の講演で，演題は「感
染根管に水酸化カルシウム製剤を
応用した際に根尖部に認められる
石灰化物構造物の臨床的意義につ
いて」であった。大変興味深い内
容で，質疑応答も活発に行われ
た。
第２部は総会であった。水口
浩司君の司会の下，式次第にのっ
とり，支部長挨拶，ご来賓の挨拶

のあと，各種報告が行われ，出席
者全員による承認が得られた。
その後懇親会に移行した。佐藤
卓朗君の乾杯の発声の下，一同乾
杯し会食となった。たのしいひと
時も瞬く間に過ぎ，一同で記念撮
影を行った後，増田裕子副支部長
の挨拶で，宴もたけなわではあっ
たがお開きとなった。
（平成１４年卒・渡瀬秀彦 記）

支部のうごき
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川 崎 支 部

２８年度川崎水橋会会員家族レク
平成２８年１０月２６日恒例の川崎水
橋会会員家族レクリエーション
が，大谷石地下採掘場跡見学，宇
都宮餃子を食べて，常陸国出雲大
社をめぐるというコースで開催さ
れた。
天候は晴れ，この季節では高め
の気温で，川崎各地（武蔵小杉，
溝の口）より，バスで出発，首都
高，東北自動車道を通り，最初の
目的地である大谷石採掘場跡の資
料館に到着した。入口から急な細
い階段を降りると，急にひんやり
とした気温になり，目の前に未知
なる空間と呼ばれた地下採掘場跡
が広がっていた。広さ２万平方
メートル，深さ３０メートルの巨大
地下空間においてはコンサート，
映画の撮影に使用されることも多
いということであった。各自，お
気に入りのスポットにての撮影に
いそしんでいるようだった。その
後，近くの大谷平和観音に移動し
た。大谷石の採掘場の岩壁に掘ら
れた高さ２７メートルの大観音像は
すべて手彫りとのことで驚きで
あった。

空腹感がそろそろでてきたとこ
ろで，お待ちかねの宇都宮餃子
「さつき」へ到着した。昔ながら
の立派な一軒家を改造して作られ
た広い座敷の部屋にてあっさり味
でコクがあり，素材をすべて栃木
産を使用しており，厚皮によるカ
リカリ感とジューシーな味にみん
な満足をし，お酒の量も増え，会
話もはずんでいるようであった。
お腹も落ち着いたところで，次
は，常陸国出雲大社への移動と
なった。平成４年に島根出雲大社
より分霊を鎮座したとのこと，現
在は，色々な事情があり，包括関
係は廃止され，単立神社として縁

結びの神，「だいこくさま」とし
て親しまれているとのことであっ
た。みんな立派なしめ縄の下での
おまいり，写真撮影をしていた。
スケジュールは帰路の予定だっ
たが，参加者のリクエストによ
り，笠間稲荷を訪れ，日本三大稲
荷のひとつでもある神社の参拝を
することができた。
巨大地下空間の見学から，名物
の餃子を楽しみ，有名神社の参拝
をはしごするという内容に参加者
は充実した１日を過ごすことがで
きた。
（平成４年卒・中田伸一 記）

写真が同窓会ホームページ≪http : //www. tdc-alumni. jp≫に掲載されています。

支部のうごき
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い づ み 会 昭和２３年卒

月日は流れ齢を重さねて又また
クラス総会の時が参りました。今
年は２年続いた熱海から隣り町の
奥湯河原に場を移し錦秋１１月２４日
に催行されます。その模様は原稿
締切り日の都合で後日報告いたし
ます。
先の第６６回総会は昨平成２７年１１
月１２日（木）にあたみ大観荘で行
われました。横山大観画伯ゆかり
の宿は山王山の中腹にあり，巨大

な老松が亭々と枝をひろげた広大
な１万坪の庭園に佇む数寄屋造り
の老舗旅館です。また眼前には相
模湾が東西に広がり伊豆大島が遥
かに浮かび近くには魚見崎，網
代，伊東の三岬の山肌が移り行き
その眺望はまさに「大観」といわ
れています。当日は滾々と溢れで
る出で湯に浸り，世情の憂さを忘
れて寛いだあと懇親の宴では京風
懐石料理を愉しみながら旧交を温

めました。翌朝は別れを惜しみつ
つ再会を約して現地解散いたしま
した。
出席者は常連ばかり。杉山浩一
君とご息女久保倉光子氏（昭和６０
年卒，お孫さん，林 和男ご夫妻
とご同伴一名，平野 博君，横田
昭三君ご夫妻，中久喜 喬夫妻で
す。 （中久喜 喬 記）

クラス会だより

29



い と し 会 昭和２４年卒

老人に暑い夏は応える。期待し
た爽涼の秋空も少なかったが，１０
月１９日のいとし会総会は青空が拡
がり快晴になった。熱田君，仙台
の杉本君，北海道の遠藤君，栃木
の鈴木（和）君，杉山君，鈴木
（義）君，和田君，山田（英）君，
齋藤夫妻の１０名出席，大学理事
熱田君の計らいで水道橋本校の役
員室で，今後のいとし会のあり方
について協議，今回を持って総会
は終了とし，今後は無理なく，自
由な時に集まろうという事になっ

た。このあと井出学長を囲み記念
写真を事務局の方に撮って頂き，
新しく完成した西棟の施設を案内
頂き，今昔の思いをあらたにし
た。大学を辞したあと車で，さい
かち坂校舎を右に見乍ら駿河台に
聳える新お茶の水ビルに移動，２１
階の銀座アスター賓館個室で宴会
となった。談論風発，放言自由の
楽しい会が続いた。２方向がガラ
ス張りの部屋からの眺めはすばら
しくスカイツリーものぞめた。常
連だった神山五郎君，杉浦君，

岡田君，後藤君，堀君等の欠席は
淋しかったが，いつも元気な山
男，小山田君の死は信じられな
かった。今年中亡くなられた西村
君，江島君，泉水君，高市君の冥
福を祈り散会した。尚会計残高は
今回の会費，その他に充当し以後
の物故会員への献花，香典はなく
なったこと御承知下さい。私事で
すが昨年はじめ左肩の観血手術の
ため１年間逼塞状態，いとし会も
出来なかったことお詫びします。

（齋藤 久 記）

クラス会だより
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福 祉 会 昭和４４年卒

福祉会が平成２８年１０月２２日（土）
２３日（日）の両日，長野県出身者が
幹事となって，上田市別所温泉に
て開催されました。
NHK大河ドラマで放送中の「真
田丸」の信繁（幸村）が上田城か
ら馬を飛ばしてよく通ったと言わ
れるかなり奥まったひなびたアク
セスの悪い温泉に，北海道から九
州から長時間掛けて多くの人が集
まりました。
集合場所となった「旅館花屋」
は１９１７年創業され６５００坪の敷地に
は大正浪漫を感じさせる見事な建
物と，紅葉が始まった情緒あふれ
る庭園に非日常と違った心地よさ
を感じました。
懇親会までの時間を利用して信
州の鎌倉と言われる別所温泉に点
在するお寺のうち北向観音に参拝
し，重要文化財 安楽寺と寺内に

ある国宝八角三重塔を巡りまし
た。
鎌倉時代に建てられ風雪に耐え
て来た趣のある姿に感動しまし
た。
懇親会は笠原克彦幹事が司会進
行を担当し土屋 潔幹事の歓迎の
言葉から始まり，長野県の美味し
いお酒と地元産の信州牛のすき焼
きから盛り沢山の山菜料理に舌鼓
をうち，時を忘れてお互いの近
況・健康状態・孫の話等に花が咲
きました。２次会には寒い夜風に
酔いをさましカラオケ会場にてお
互いの持ち歌を出し楽しみまし
た。部屋に戻り温泉風呂に暖を求
めたり，思い出話に花が咲き秋の
夜長を過ごしました。
翌日は朝８時から信州ならでは
の食材に満ちた食事を摂り，９時
に用意された大型貸切バスに乗り

上田城址に向かい大河ドラマの真
田丸館に寄り展示されたものから
真田家の波乱万丈なストーリーを
理解でき，ドラマの内容を深く知
る良い機会となりました。
次いで長野市に入り善光寺を参
拝して善男善女が健康と長寿を祈
願し，次年度の九州鹿児島で１１月
に予定されている福祉会での再会
を約束し，ホテル国際２１での昼食
後それぞれ解散となりました。
今回は長野県が担当となり幹事
中田金一君に大変お世話になりま
した。
参加された方々は楽しい思いを
出来たことと思います。
参加された全ての皆様に感謝し
ます。ありがとうございました。

（鴨居弘樹 記）

クラス会だより
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破 竹 会 昭和５９年卒

メダルラッシュに沸いたリオオ
リンピックが閉会し，パラリン
ピックも終盤に差しかかった９月
１８日（日）１９日（月・祝），台風
の影響で開催が心配されていた破
竹会神戸大会が無事行われた。場
所は，日本三大名泉のひとつで，
日本三大古泉にも数えられる温泉
界の大谷翔平といえる「有馬温
泉」の有馬グランドホテルにて開
催された。参加人数は，以前破竹
会地方大会でお世話になった竹原
君のご令室を含め３２名，中には破
竹会初登場，地方大会初参加とい
うフレッシュな顔ぶれも集まり盛
況な会となった。今回の幹事は，
私も所属していたワンダーフォー
ゲル部の主将で，変わり者の多い
ワンゲル部同級生の中で唯一しっ
かり者で頼りになる存在だった
村岡君が，相変わらず飄々と完璧
につとめ，副幹事の成田君は，総

会，懇親会後の二次会を担当し，
自分が釣ってきた蛸をその場でさ
ばいて，それに合うお酒も持参し
て皆に振る舞うなど，今までの会
費未納分をチャラにする大活躍
だった。もうひとりの副幹事の
戸村君は二日目の六甲山ロープウ
エイ観光の担当だったが台風で中
止となり出番なく残念だったが，
戸村君は存在するだけで癒される
人物なので，幹事の村岡君にとっ
て充分精神安定剤と箸休めの役割
を果たしていただろう。また，
鈴木会長，保坂君，丸島君，るみ
さん，良子さんら世話人の皆さん
も事前の資料作成，当日の写真撮
影，懇親会，二次会での話題作り
など隅々に気配りを行き渡らせ，
破竹会を安心してお任せできる磐
石ぶりとチームワークの良さが感
じられた。中でも，鈴木会長のお
話はいつも秀逸で，今回の総会挨

拶は，我々も年を取って丸くなっ
たという話から「円」そして「縁」
最後に「宴」で締めるというお洒
落な展開で，普通の人ならこうい
う上手い話をしてうけると，どう
してもドヤ顔になってしまうもの
だが，全く表情を変えず終始にこ
やかで穏やかな姿を見ると，どう
やら彼は現人神ではないか，と感
じたのは私だけではなかったよう
だ。二次会ではあちこちで今回出
席されてない人の話題も出ていた
ようなので，是非次回は神のご加
護を授かりに皆さん集まりましょ
う。最後に，有馬温泉は，鉄分を
多く含む赤褐色の「金泉」が有名
で，美肌効果があると言われてお
り，女性陣はこのお湯にしっかり
浸って，総会前日に訪れた世界文
化遺産・姫路城より白く美しく
なったとのこと。めでたし，めで
たし。 （竹内英樹 記）

クラス会だより
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全体会の様子

ドナルドの左手前でナイスサインをす
る鈴木千枝子先生（Ｓ５３年卒）後列右
端：髙野博子先生（Ｓ５５年卒）

平成２８年１０月１６日（日），東京
ディズニーランドホテルに於い
て，総勢１１７名の女性歯科医師に
ご参加いただき行われました。関
東女性歯科医師の会は，本校同窓
の奥村亨子先生（昭４５年卒）と
杉山紀子先生（昭５４年卒）が発起
人となり関東地域の女性歯科医師
の情報交換の場として発足しまし
た。
千葉県では，一昨年，女性歯科
医師の会が発足し，今年度初めて
の当番をさせていただきました。

千葉県といえば，東京ディズ
ニーランドでしょう…ということ
で，企画をいたしましたが，TDL
ならではのキャラクターグリー

ティングでは，堀会長をはじめ
参加した先生方はミッキーやミ
ニーちゃんとの写メを撮りあい，
“ミッキー・マジック”にとても
喜んでいただけたようでした。

全体会では，１都７県の活動報
告や，今後の会のあり方，目的，
方向性についてのご意見聴取，増
加する女性歯科医師の今後の活躍
の場を検討するなど，多くの先生

方から活発なご意見をお聞きし，
大変充実した全体会となりまし
た。
基調講演では，堀日本歯科医師
会会長より「これからの歯科界と
女性歯科医師について」と題した
ご講演をいただきましたので，今
後の参考にさせていただきたいと
思います。
最近では，学年の半数以上が女
性という現状の中，今回は，北海
道東北地方での女性歯科医師の会
発足の参考のため，はるばる東北
からもご参加いただくなど，徐々
に女性歯科医師の活動も広がって
いるようです。今後，女性ならで
はの感性を活かし，歯科界の幅を
広げ，全体を盛り上げていく活動
に繋げていければと考えます。

関東女性歯科医師の会
千葉県女性歯科医師の会
副会長 佐々木 葉 子（昭和６０年卒）

すいどう ば し

前列左から，髙野博子先生（Ｓ５５年卒）井出良子先生（Ｓ４７年卒）斎藤秀子先生
（Ｓ４８年卒）堀会長，佐々木葉子（Ｓ６０年卒）黒田由紀子先生（Ｓ５７年卒）宮崎
由希子先生（H４年卒）後列，大村直子先生（H３年卒）長岡未佐子先生（H１
年卒）植野順子先生（Ｓ５５年卒）小笠原美由紀先生（Ｓ５６年卒）杉山紀子先生（Ｓ
５４年卒）坂入道子先生（Ｓ５９年卒）長谷川志乃ぶ先生（H１年卒）

ミッキーの右手側：笑顔の糸川佳代
先生（H３年卒）
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１１月
１） 理事会
１１月１９日（土） 第６回理事会

２） 委員会
１１月１日（火） 事業推進部学術委員会 ２０１７年プロ

グラム委員会（卒後研修）
２日（水） 総務・厚生部女性会員活動推進委員

会
１１日（金） 広報部広報委員会
１４日（月） 会務運営協議会
２１日（月） 渉外部渉外委員会
２５日（金） 事業推進部社会保障制度研究委員会
２８日（月） 会務運営協議会

３） 出張
１１月６日（日） 東京都女性歯科医師の会 平成２８年

度 秋の学術講演会・懇親会
矢﨑会長出席

１１日（金） 東京地域支部連合会中央ブロック協
議会 矢﨑会長出席

１２日（土） 徳島大学歯学部創立４０周年および同
窓会創立２５周年記念式典・祝賀会

矢﨑会長出席
１２日（土） 秋田県支部総会 中島常任理事出席

学術講演会 講師・福田謙一教授
（母校）

１３日（日） 埼玉県支部総会 澁谷副会長出席
１７日（木） 東京地域支部連合会保険講習会

矢﨑会長出席
２３日（水・祝）

近畿地域支部連合会総会・支部長会
矢﨑会長，福本常任理事，
稲野理事出席

２６日（土） 東京地域支部連合会城西ブロック懇
親会・総会 矢﨑会長出席

２７日（日） 静岡県支部総会 財部副会長出席

４） 事業
１１月３日（木・祝）

第４回新進会員のつどい
９日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

TDC研修倶楽部
１６日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

DSM
２０日（日） 平成２８年度都道府県代表者会，平成

２８年度評議員会
２４日（木） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

歯科臨床を語る会
２７日（日） TDCアカデミア２０１６ 医療教養

口腔保健オープン・フォーラム

１２月
１） 理事会
１２月７日（水） 第５回常任理事会

２） 委員会
１２月２日（金） 総務・厚生部女性会員活動推進委員

会
８日（木） 二校会主催若手研修セミナー反省会
１０日（土） 事業推進部学術委員会全体委員会
１３日（火） 事業推進部学術委員会 ２０１７年プロ

グラム委員会（卒後研修）
１４日（水） 総務・厚生部総務厚生委員会
１５日（木） 広報部広報委員会
１５日（木） 事業推進部社会保障制度研究委員会
１６日（金） 事業推進部学術委員会 ２０１７年プロ

グラム委員会（臨床セミナー）
１９日（月） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
２０日（火） 事業推進部学術委員会 企画会議

３） 出張
１２月３日（土） 川崎支部総会

３日（土） 東京地域支部連合会総会
財部副会長，山口理事出席

３日（土） 愛媛県支部総会 髙橋常任理事出席
学術講演会 講師・古澤成博教授
（母校）

庶 務 日 誌
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３日（土） 熊本県支部総会 矢﨑会長出席
学術講演会 講師・奥田克爾名誉教授
（母校）

４日（日） 茨城県支部総会 財部副会長出席
学術講演会 講師・茂木悦子客員教授
（母校）

４日（日） 栃木県支部総会 澁谷副会長出席
４日（日） 千葉県支部総会 臼井専務理事出席
４日（日） 神奈川県支部連合同窓会評議員会

冨山副会長出席
４日（日） 愛知県支部総会 早速副会長出席
１０日（土） 横須賀鎌倉支部総会

財部副会長出席

１０日（土） 山梨県支部総会
佐々木常任理事出席

学術講演会 講師・古澤成博教授
（母校）

２０日（火） 大学支部総会 矢﨑会長出席

４） 事業
１２月１４日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

TDC研修倶楽部
２１日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

DSM
２２日（木） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

歯科臨床を語る会

庶 務 日 誌
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逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）

逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）

逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）

逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）

●昭 ３７ 卒 横 田 秋三朗（７８歳） 愛知県安城市 ２８．１０．５

●昭 ４２ 卒 山 本 裕 祥（７５歳） 千葉県松戸市 ２８．９．２７

●昭 ３１ 卒 五十嵐 重 之（８６歳） 新潟県新潟市 ２８．１０．１４

●昭 ５８ 卒 千 葉 緑（５８歳） 神奈川県川崎市 ２８．１０．１６

●昭 １８．９ 卒 越 知 博（９３歳） 愛知県豊橋市 ２８．６．２３

●昭 ２８ 卒 高 松 知 三（８７歳） 群馬県前橋市 ２８．１０．２１

●昭 ３１ 卒 横 田 由 三（８３歳） 東京都世田谷区 ２８．１０．１７

●昭 ３３ 卒 東 昇 平（８３歳） 東京都大田区 ２８．９．２９

●昭 ３６ 卒 四 方 正 光（８０歳） 島根県松江市 ２８．１０．２６

●昭 １６ 卒 小 谷 元 治（９６歳） 東京都千代田区 ２８．８．２９

●昭 ２２ 卒 竹 内 孟（９１歳） 千葉県船橋市 ２８．１０．３０

●昭 ３４ 卒 鈴 木 恭 平（８３歳） 愛知県名古屋市 ２８．１０．３１

●昭 ２７ 卒 柴 田 一 美（８７歳） 東京都小金井市 ２８．１１．３

●昭 ２３ 卒 横 田 昭 三（８９歳） 愛知県安城市 ２８．１１．６

●昭 ３６ 卒 中 山 悦 治（８１歳） 茨城県石岡市 ２８．１１．７

●昭 ３２ 卒 高 橋 潔（８５歳） 大阪府東大阪市 ２８．７．２５

●昭 ４０ 卒 村 上 晃（７８歳） 栃木県真岡市 ２８．１１．９

●昭 １３ 卒 柳 澤 旭（１００歳） 東京都新宿区 ２８．１１．９

●昭 ５４ 卒 熊 田 雄 之（６３歳） 福島県田村郡 ２８．１１．１３

●昭 ２２ 卒 秋 田 利 雄（９２歳） 鹿児島県南九州市 ２８．１１．２１

●昭 ５５ 卒 平 戸 亮 司（６１歳） 広島県福山市 ２８．１１．２７

●昭 ３２ 卒 石 崎 護（８４歳） 富山県南砺市 ２８．１０．２６
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◆投 稿 規 定

⑴ 原稿締め切り
原稿の締め切りは，発行前月の１０日までとし，
原則として締め切り翌月発行の会報に掲載いた
します。

⑵ 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮下さい。ワープロ等電子機器使用の場
合は１行１５字で設定して下さい。写真はピント
のあったものを，大きいサイズ（２Lなど）で
集合写真のみでなく，スナップなども添えて下
さい。

⑶ ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま
掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。なお，掲載については委員会にご一
任いただきます。

⑷ 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真の場合は，その旨書き添えて下さ
れば返却いたします。写真は同窓会ホームペー
ジにも掲載されることがあります。

※平成２６年度より，偶数月発行から年間４回（２，６，１０，１２月）の発行になりました。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページ
http : //tdc-alumni.jp/organization/dousoukai/kouhoubu/をご覧下さい。

⑸ 投 稿 字 数

投稿欄 内容 文字数，備考

追悼 故人の追悼文 ６００字程度でお願いしています。

すいどうばし
いなげ

随想，詩，短歌，
時評など

１編１，７００字程度（１ページ）。投稿者本人にしか解らない思い入れ
や，取り止めのない随筆はご遠慮いただき，出来るだけ大学や同窓
会に縁（ゆかり）あるものが望ましい。

支部のうごき
クラス会だより

１ページ１，７００字程度（１ページ以内でお願いします）
写真が入る場合下記を参考に文字数を減らしてください。
全員の集合写真は７２０字に相当，会場風景や大勢のスナップ写真は
３６０字相当，数人のスナップ写真は１２０字相当で掲載します。
尚，同窓会ホームページよりひな型をダウンロードできますのでご
利用下さい。

投稿送付書 郵送で投稿の方は下記送付書に内容を記載し，同封をお願いします。

お名前（漢字） フリガナ 所属支部 支部

卒業年数（どれか１つ） （昭和・平成・西暦） 年卒 ／ 期卒

住所（自宅・勤務先） 〒

電話番号（自宅・連絡先） － － FAX番号 － －

投稿先
□に�印チェック

同窓会会報 □カラーグラビア □追悼 □支部のうごき
□ふるさと自慢 □すいどうばし □いなげ
□クラス会だより □OB，グループ・サークル

貼付写真枚数 枚

その他ご希望 （例 写真の順番・重要度など）
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◆へんしゅうこうき ★エリカという神保町の喫茶店をご存知でしょうか。店はまだそこにあるのです
が，いつからか閉まったままになっています。先日家で整理をしていると，エリ
カが２００２年に５０周年を迎えたという古い新聞記事を見つけました。趣のある店内
は擦り減った通路が印象的でマスターは蝶ネクタイ，奥様は割烹着，店内はコー
ヒーと煙草の香りがしていました。記事でマスターが「５０年間何も変えず，雨が
降ろうが槍が降ろうが７時に店を開けてきた，ブレンドコーヒーはブラジル４０％
コロンビア２０％マンデリン２０％モカマタリ２０％で，あとは豆の焼き加減と湯の注
ぎ方，機械で誰でもいれられるのとは心が違う」と書かれていた。５０年間同じこ
とをコツコツやってきてコーヒーをだすだけ，自分しかできないという自信と誇
り，流されず継続する勇気。広報委員会も IT社会のなかで，変ってゆかなけれ
ばならないのだと思いますが，紙の香りも捨てがたく，我慢比べです。
★１１月２４日は雪でした。この時期に東京が積雪になるのは５４年ぶりだそうですが，
５４年前は何をなさっていたでしょうか。私はまだ生まれておりませんが，既に東
歯の門を潜り青春を謳歌していた先生や，朝整理券を配りムカデの足ほどの患者
を診ていた先生もいらっしゃったかと思います，若い先生はそんなに沢山の患者
を診ていた事に驚くでしょうね。クラス会だよりの投稿を読んでいると写真や文
面から学生時代に戻って楽しい時間を過ごされているのが伝わってくると同時に
寂しさや，悲しみを乗り越えていかなければならない現実を痛感します。５０年以
上たっても集まり顔と顔を突き合わせて語り合い，励まし合っていけることは，
何物にも代えがたい宝なのだと教えてくれます。若い先生もクラス会だより投稿
お待ちしています。
★私事ですが，いつ頃からか，エンドゲージが読み難く，本を読むと目がとても疲
れるので１年ほど前から老眼鏡を使うようになりまして，それでも，診療にそれ
ほど不自由は感じていませんでした。しかし，ついに事件が起こりました。イン
プラント即時埋入の残根抜歯，骨壁を壊さないよう慎重に…，５分経っても抜け
ない，癒着か，おかしい，こんな筈は，汗，よく見てみよう，拡大鏡をかける
と，あ，２秒で抜けました。老眼の恐ろしいところは見えてるつもりになってい
る事だと気づきました。折しも今話題の高齢者ドライバー問題と重なってショッ
クでした。それまでは事故は全体で見れば２０歳代のほうが多い訳だからそちらも
同じように講習を受ければ良いのでは，年齢でなく個人のポテンシャルを重視す
べきだ，などと持論を展開していたのですが，老いは密かに私のポテンシャルを
落としていました，トーンが下がりました。そんなときでも，先輩がぽんぽんと
肩をたたいて飲みに誘って慰めてくれる，「転ばぬ先の拡大鏡だよ」と。今日も
血脇ズムでお願いしようかな。 （西村哲雄 記）

広報部広報委員会
委 員 長：昭和５３年卒 臼田 準
副委員長：昭和６１年卒 福井 雅之

：平成４年卒 西村 哲雄
：平成７年卒 山口 雅史

委 員：昭和６０年卒 奥野 圭子
：昭和６０年卒 佐々木葉子
：昭和６０年卒 皆川 雅彦
：昭和６３年卒 渡邊 宇一
：平成３年卒 島田 篤
：平成４年卒 本間 敬和

委 員：平成９年卒 末原 正崇
：平成１０年卒 横田 東生
：平成１６年卒 菅原 圭亮

協力委員：昭和５８年卒 古澤 成博
：昭和６２年卒 北村 晃
：昭和６３年卒 岩田 昌久
：平成１年卒 長岡未佐子
：平成１１年卒 片山 明彦

広報部担当副会長：昭和５７年卒 冨山 雅史
担 当 理 事：昭和５６年卒 小池 修

：昭和６１年卒 岡村美恵子

平成２８年１２月２０日 印刷
平成２８年１２月２５日 発行

東京歯科大学同窓会会報 第４０６号

発行人
編集人

小 池 修
臼 田 準
東 京 歯 科 大 学 同 窓 会

同窓会ホームページアドレス
http://www.tdc-alumni.jp

〒１０１‐００６１ 東京都千代田区三崎町２－９－１８
電 話（０３）５２７５－１７６１
ＦＡＸ（０３）３２６４－４８５９

印刷所 一 世 印 刷 株 式 会 社
〒１６１‐８５５８ 東京都新宿区下落合２－６－２２

電 話（０３）３９５２－５６５１（代）
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１．開 会 の 辞
１．叙勲，褒章受章者顕彰式
１．点 呼
１．会 長 挨 拶
１．来 賓 挨 拶
１．議長，副議長選出
１．議 事 録 署 名 人
１．黙 祷
１．東京歯科大学の現況報告
１．報 告
⑴ 平成２８年度 会 務 報 告
⑵ 平成２８年度 会計現況報告

１．議 事
第１号議案 名誉会員の推薦（推戴式）
第２号議案 共済規程の一部改正（第６条第３項

の追加）
第３号議案 平成２７年度 経常部収支決算
第４号議案 平成２７年度 特別会計収支決算

（高山・血脇記念同窓会基金，共済
基金，名簿積立金，退職積立金，同
窓会創立１２０周年記念事業積立金）

第５号議案 平成２７年度 卒後研修セミナー，
卒後研修セミナー積立金収支決算

第６号議案 平成２７年度 時局対策費積立金会
計収支決算

第７号議案 平成２７年度 財 産 目 録
（監 査 報 告）

第８号議案 平成２９年度 事 業 計 画
第９号議案 平成２９年度 入会金および会費

（若手の会員（卒後６年目から１０年
目）の会費減額）

第１０号議案 平成２９年度 経常部収支予算
第１１号議案 平成２９年度 共 済 負 担 金
第１２号議案 平成２９年度 特別会計収支予算①

（高山・血脇記念同窓会基金（母校
への寄付））

第１３号議案 平成２９年度 特別会計収支予算②
（共済基金，名簿積立金，退職積立
金）

第１４号議案 平成２９年度 卒後研修セミナー，
卒後研修セミナー積立金収支予算

第１５号議案 平成２９年度 時局対策費積立金会
計収支予算

１．協 議
⑴ 共済制度について
⑵ そ の 他

１．閉 会 の 辞

平成２８年度 評議員会

（報告） 平成２８年１１月２０日（日）
於 東京歯科大学水道橋校舎

本館１３階 第１講義室

平成２８年度東京歯科大学同窓会評議員会
（午後１時００分～午後５時３０分）
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平成２８年度東京歯科大学同窓会会務報告
�
�
自 平成２７年９月１日�

�至 平成２８年８月３１日

１．現在会員数 ９，１４０名
内
名 誉 会 員 ３２名
共済負担金免除会員 ８４５名
高 齢 会 員 ４１０名
新 進 会 員 ６２４名

（支部加入２５４名，支部未加入３７０名）
不 明 会 員 １，１６８名

２．会員の移動
新 入 会 員 １４３名

�
�
本年度卒業生 １２７名�

�他 １６名
逝 去 会 員 １２５名
退 会 会 員 １名

（いわゆる推薦会員）
３．会 議
評 議 員 会 １回
学年代表者会 １回
新進会員のつどい １回
東歯関係日歯役員・代議員と
同窓会役員懇談会 ２回

理 事 会 ６回
常 任 理 事 会 ５回
監 査 会 １回
各 種 委 員 会 １１２回
その他の会議 １８回

４．役 員 出 張 ６９回（９７名）
５．支 部 数 １０８支部
６．地域支部連合会数 １１地域支部連合会

北海道地域，東北地域，関東地域，東京地域，
信越地域，東海地域，北陸地域，近畿地域，
中国地域，四国地域，九州地域

７．会 務 報 告
平成２７年
９月 １日（火） 事業推進部社会保障制度研究委員会

（勉強会）
３日（木） 同窓会創立１２０周年記念 第４３回同

窓会主催全国ゴルフ大会（霞ヶ関カ
ンツリー倶楽部）

４日（金） 二校会主催若手支援セミナー打合せ
６日（日） 関東地域支部連合会総会・支部長会

矢﨑会長，髙橋専務理事，
高原理事出席

学術講演会 講師・河野 遵氏（惣
誉酒造㈱社長）

６日（日） 東海地域支部連合会総会・支部長会
宮地副会長，佐々木・

山田各理事出席
学術講演会 講師・橋本敏輝氏（伊
勢神宮 神宮司庁権禰宜）

８日（火） 事業推進部卒後研修委員会
９日（水） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修

TDC研修倶楽部
１０日（木） TDCアカデミア２０１５ 医療教養

フロントランナーセミナー№２
１１日（金） 広報部広報委員会
１１日（金） 事業推進部アカデミア情報オンデマ

ンド配信検討会
１２日（土）・１３日（日） TDCアカデミア２０１５

臨床セミナー 補綴セミナー
１３日（日） 同窓会創立１２０周年記念フォーラム
１４日（月） 会務運営協議会
１４日（月） 事業推進部医療教養委員会
１５日（火） 同窓会創立１２０周年記念事業（常置委

員会）全体委員会
１６日（水） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修

DSM
１７日（木） 東京地域支部連合会都歯関係東歯同

窓懇談会 矢﨑会長出席
１９日（土） 第４回理事会
２４日（木） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修

歯科臨床を語る会
２５日（金） 渉外部渉外委員会
２７日（日） 二校会主催若手支援セミナー
２８日（月） 事業推進部臨床セミナー委員会（研

究委員会B）
２９日（火） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会式典・講演会小委員会 講演会
打合せ

３０日（水） 練馬支部学術講演会 講師・古澤
成博教授（母校）

１０月 １日（木） 下谷・浅草支部合同保険講習会 講
師・大鶴聖一郎氏（東京都開業）

２日（金） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委
員会 式典関係打合せ

３日（土） 北陸地域支部連合会総会・支部長会
矢﨑会長，佐々木・伊藤各理事出席
学術講演会 講師・齊藤朋愛助教
（母校）

５日（月） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委
員会祝賀会小委員会
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５日（月） 事業推進部臨床セミナー委員会（研
究委員会B）

６日（火） 広報部広報委員会（小委員会）
７日（水） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
７日（水） 事業推進部医療教養委員会
７日（水） 事業推進部オンデマンド配信検討会

（小委員会）
９日（金） 広報部広報委員会
１０日（土） 東京地域支部連合会城西ブロック総

会 浮地副会長出席
１０日（土） 北海道地域支部連合会創立１００周年

記念講演・記念式典・祝賀会
矢﨑会長，臼井理事出席

１１日（日） 北海道地域支部連合会総会
矢﨑会長，臼井・佐藤各理事出席

１４日（水） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修
TDC研修倶楽部

１６日（金） 事業推進部若手ネットワーク委員会
１６日（金） 事業推進部臨床セミナー委員会（矯

正セミナー最終予演会）
１８日（日） 第３００回東京歯科大学記念学会・総

会 同窓会創立１２０周年記念
１８日（日） 信越地域支部連合会総会

浮地副会長，小池・阿部各理事出席
懇親会のみ１７日（土）
学術講演会 講師・外木守雄先生
（日本大学歯学部教授）

１８日（日） 東信支部総会 浮地副会長出席
１８日（日） 長野県連合会総会

浮地副会長，小池・阿部各理事出席
２０日（火） 城東・深川支部合同学術研修会 講

師・矢島安朝教授（母校）
２０日（火） 会務運営協議会
２１日（水） 東京地域支部連合会保険講習会

矢﨑会長出席
２１日（水） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修

DSM
２２日（木） 渉外部渉外委員会（小委員会）
２４日（土） 第５回理事会
２４日（土） 広島大学歯学部創立５０周年記念式

典・記念講演会 宮地副会長出席
２５日（日） 同窓会創立１２０周年記念リベラル

アーツセミナー
２５日（日） 第４７回歯学体成績報告会・東歯祭

フェスティバル２０１５後夜祭
矢﨑会長出席

２６日（月） 事業推進部卒後研修委員会
２７日（火） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会祝賀会小委員会

２７日（火） 事業推進部アカデミア生涯研修企画
会議

２９日（木） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修
歯科臨床を語る会

３０日（金） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委
員会祝賀会小委員会

１１月 ４日（水） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委
員会 関係打合せ

４日（水） 事業推進部アカデミア情報オンデマ
ンド配信検討会

５日（木） 総務・厚生部新進会員のつどい実行
委員会

５日（木） 渉外部渉外委員会
７日（土） 秋田県支部総会 矢﨑会長出席

学術講演会 講師・阿部伸一教授
（母校）

８日（日） TDCアカデミア２０１５ 臨床セミ
ナー 矯正セミナー

９日（月） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委
員会式典・講演会小委員会および受
付・クローク・誘導等運営打合せ会

１１日（水） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修
TDC研修倶楽部

１３日（金） 広報部広報委員会
１３日（金） 事業推進部オンデマンド配信検討会

（小委員会）
１４日（土） 九州地域支部連合会総会・支部長会

矢﨑会長，福本・田部各理事出席
１４日（土） 島根県支部総会 浮地副会長出席

学術講演会 講師・柴原孝彦教授
（母校）

１５日（日） 東北地域支部連合会支部長会
髙橋専務理事，椎木理事出席

１６日（月） 会務運営協議会
１６日（月） マイナンバー制度に対する勉強会
１８日（水） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会祝賀会小委員会
１８日（水） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
１８日（水） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修

DSM
１９日（木） 東京地域支部連合会支部長会

矢﨑会長，早速理事出席
２０日（金） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会式典・講演会小委員会
２２日（日） 富山県支部学術講演会 講師・片倉

朗教授（母校）
２２日（日） 渉外部渉外委員会
２４日（火） 事業推進部アカデミア情報オンデマ

ンド配信検討会（小委員会）
２５日（水） 第５回常任理事会
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２６日（木） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修
歯科臨床を語る会

２８日（土） 平成２７年度評議員会
２９日（日） 同窓会創立１２０周年記念式典・講演

会・祝賀会
１２月 ４日（金） 事業推進部卒後研修委員会

５日（土） 東京地域支部連合会総会
矢﨑会長，早速理事出席

５日（土） 愛媛県支部総会 小池理事出席
学術講演会 講師・石原和幸教授
（母校）

６日（日） 愛知県支部総会 浮地副会長出席
７日（月） 渉外部渉外委員会
６日（日） 茨城県支部総会 矢﨑会長出席

学術講演会 講師・一木 努先生
（茨城県開業）

６日（日） 栃木県支部総会 佐々木理事出席
学術講演会 講師・杉原直樹教授
（母校）

６日（日） 千葉県支部総会 玉井副会長出席
６日（日） 熊本県支部総会 髙橋理事出席

学術講演会 講師・阿部伸一教授
（母校）

６日（日） 神奈川県支部連合同窓会評議員会
財部副会長出席

９日（水） 横須賀鎌倉支部総会
玉井副会長出席

９日（水） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修
TDC研修倶楽部

１０日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
１１日（金） 広報部広報委員会
１２日（土） 山梨県支部総会 髙野理事出席

学術講演会 講師・山下秀一郎教授
（母校）

１２日（土） 神奈川西湘支部学術講演会 講師・
古澤成博教授（母校）

１２日（土） 事業推進部卒後研修委員会・医療教
養委員会・臨床セミナー委員会 第
２回全体委員会

１３日（日） 静岡県支部総会 宮地副会長出席
１４日（月） 会務運営協議会
１４日（月） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会
１６日（水） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
１６日（水） TDCアカデミア２０１５ 卒後研修

DSM
１７日（木） 二校会主催若手支援セミナー打合せ

（反省会）
１９日（土） 第６回理事会
２１日（月） 大学支部総会 矢﨑会長出席

２５日（金） 事業推進部社会保障制度研究委員会
平成２８年
１月 ６日（水） 事業推進部医療教養委員会

８日（金） 千代田支部新年会 矢﨑会長出席
８日（金） 事業推進部打合せ会（学術系委員会

企画会議）
１２日（火） 会長，副会長打合せ会
１３日（水） 広報部広報委員会
１３日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

TDC研修倶楽部
１６日（土） 第１回理事会
１６日（土） 東京地域支部連合会新年交歓会

矢﨑会長，他役員出席
１７日（日） 東海地域支部連合会支部長会

臼井専務理事，国島理事出席
１８日（月） 広報部打合せ会
２０日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

DSM
２１日（木） 渉外部打合せ会
２４日（日） 東京医科歯科大学歯科同窓会新年名

刺交換会 矢﨑会長出席
２４日（日） 第３２回全国歯科大学同窓会・校友会

学術担当者連絡会・第２回準備会
２５日（月） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会（最終予演会）
２５日（月） 事業推進部社会保障制度研究委員会

準備打合せ会
２５日（月） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（エンドセミナー打合せ）
２６日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（卒後研修セミナー打合せ）
２８日（木） TDCアカデミア２０１６ 医療教養

リベラルアーツ・リレー講座
２８日（木） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

歯科臨床を語る会
２９日（金） 下谷・浅草支部合同新年会

澁谷副会長出席
２９日（金） 芝支部総会 財部副会長出席
３１日（日） 新進会員のつどい
３１日（日） 三重県支部総会 澁谷副会長出席

２月 ２日（火） オンデマンド配信検討会
３日（水） 事業推進部学術委員会 企画会議
９日（火） 事業推進部学術委員会 ２０１７年プロ

グラム委員会（医療教養）
１０日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

TDC研修倶楽部
１１日（木） 埼玉県支部新年会 矢﨑会長出席
１３日（土） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（エンドセミナー打合せ）
１４日（日） 岡山県支部学術講演会 講師・福田

謙一教授（母校）
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１５日（月） 会務運営協議会
１５日（月） 広報部広報委員会
１６日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（エンドセミナー打合せ）
１７日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

DSM
１９日（金） 東京地域支部連合会支部長会

矢﨑会長，山口理事出席
２０日（土） 北多摩支部総会 矢﨑会長出席
２４日（水） 第１回常任理事会
２４日（水） 事業推進部学術委員会 ２０１７年プロ

グラム委員会（臨床セミナー）
２５日（木） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

歯科臨床を語る会
２６日（金） 二校会主催若手支援セミナー打合せ

会
３月 １日（火） 事業推進部学術委員会 全体委員会

５日（土） 青森県支部総会 冨山副会長出席
学術講演会 講師・中川種昭先生
（慶応大学歯科口腔外科学教室教授）

５日（土） 長崎県支部学術講演会 講師・櫻井
学先生（朝日大学歯学部歯科麻酔学
教授）

６日（日） 滋賀県支部学術講演会 講師・河田
英司教授（母校）

７日（月） 事業推進部学術委員会 運営委員会
（ベーシックセミナー打合せ）

７日（月） 事業推進部学術委員会 運営委員会
（顎関節症セミナー打合せ）

９日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修
TDC研修倶楽部

１０日（木） 東歯関係日歯役員・代議員と同窓会
役員との懇談会

１１日（金） 歯科衛生士専門学校卒業証書授与式
矢﨑会長出席

１１日（金） 広報部広報委員会
１２日（土） 群馬県支部総会 臼井専務理事出席
１４日（月） 新入会員オリエンテーション
１４日（月） 会務運営協議会
１５日（火） 東京歯科大学第１２１回卒業証書授与

式 矢﨑会長出席
１５日（火） 東京歯科大学大学院修了式ならびに

懇親会 矢﨑会長出席
１５日（火） 第１２１期卒業生主催謝恩会

矢﨑会長出席
１６日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

DSM
１７日（木） 市川総合病院臨床研修歯科医修了者

へのオリエンテーション
１８日（金） 水道橋病院臨床研修歯科医修了者へ

のオリエンテーション

１８日（金） 全国歯科大学・歯学部同窓会・校友
会日本歯科医師連盟参与会議

矢﨑会長出席
１９日（土） 第２回理事会
２２日（火） 事業推進部学術委員会 企画会議
２２日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（顎関節症セミナー打合せ）
２３日（水） 千葉病院臨床研修歯科医修了者への

オリエンテーション
２４日（木） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

歯科臨床を語る会
２５日（金） 総務・厚生部総務厚生委員会（打合

せ会）
２５日（金） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（ベーシックセミナー打合せ）
２５日（金） 同窓会創立１２０周年記念誌打合せ会
２６日（土） 北海道地域支部連合会臨時総会・支

部長会 早速副会長，戸田理事出席
２７日（日） 日本大学歯学部同窓会第３回桜会

髙野・岡村各理事出席
３０日（水） 総務・厚生部女性会員活動推進委員

会
３１日（木） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（ベーシックセミナー打合せ）
４月 １日（金） 総務・厚生部総務厚生委員会

４日（月） 東京歯科大学大学院入学式
矢﨑会長出席

４日（月） 東京歯科大学大学院入学者へのオリ
エンテーション 宮地顧問出席

４日（月） 広報部広報委員会（会員NW小委員
会）

５日（火） 東京歯科大学入学式 矢﨑会長出席
５日（火） 渉外部渉外委員会
６日（水） 歯科衛生士専門学校入学式

矢﨑会長出席
７日（木） 井出学長・一戸副学長との座談会
８日（金） 事業推進部社会保障制度研究委員会
９日（土） 山形県支部総会並びに創立９０周年記

念祝賀会 矢﨑会長出席
学術講演会 講師・二階堂雅彦氏
（東京都開業）

９日（土） 横浜西部支部総会 早速副会長出席
１０日（日） 広島県支部総会 澁谷副会長出席

学術講演会 講師・古澤成博教授
（母校）

１１日（月） 広報部広報委員会
１１日（月） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
１２日（火） 第１０９回歯科医師国家試験反省会並

びに第６学年修学指導担当者慰労会
矢﨑会長，澁谷・財部・冨山各副会長，

臼井専務理事出席
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１３日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修
TDC研修倶楽部

１４日（木） TDCアカデミア２０１６ 医療教養
フロントランナーセミナー 第１回

１６日（土） 宮城県支部総会 財部副会長出席
学術講演会 講師・阿部伸一教授
（母校）

１８日（月） 会務運営協議会
１９日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（ベーシックセミナー最終予演会）
２０日（水） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
２０日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

DSM
２２日（金） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（エンドセミナー打合せ）
２３日（土） 兵庫県支部学術講演会 講師・松永

智准教授（母校）
２４日（日） 東京都女性歯科医師の会

財部副会長出席
２４日（日） TDCアカデミア２０１６ 臨床セミナー

開校式 矢﨑会長，早速副会長，
臼井専務理事出席

２４日（日） TDCアカデミア２０１６ 臨床セミナー
顎関節セミナー

２６日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会
（エンドセミナー最終予演会）

２７日（水） 第２回常任理事会
２８日（木） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

歯科臨床を語る会
５月 ９日（月） 総務・厚生部女性会員活動推進委員

会
９日（月） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（ベーシックセミナーチューター
ミーティング）

１１日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修
TDC研修倶楽部

１３日（金） 広報部広報委員会
１３日（金） 事業推進部学術委員会 企画会議
１５日（日） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

ベーシックセミナー
１６日（月） 会務運営協議会
１７日（火） 二校会主催若手支援セミナー打合せ

会
１８日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

DSM
２０日（金） 総務・厚生部総務厚生委員会
２０日（金） 渉外部渉外委員会
２１日（土） 第３回理事会
２３日（月） 事業推進部社会保障制度研究委員会

２４日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会
（移植・再植セミナー打合せ）

２５日（水） 総務・厚生部新進会員のつどい実行
委員会

２６日（木） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修
歯科臨床を語る会

２７日（金） 渋谷支部総会 矢﨑会長出席
学術講演会 講師・井出吉信学長
（母校）

２８日（土） 四国地域支部連合会総会・支部長会
矢﨑会長，臼井専務理事，

沖理事出席
学術講演会 講師・柴原孝彦教授
（母校）

２８日（土）・２９日（日） TDCアカデミア２０１６
臨床セミナー エンドセミナー

３１日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会
（補綴セミナー打合せ）

６月 ７日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会
（ベーシックセミナー打合せ）

８日（水） 監査会
８日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

TDC研修倶楽部
１０日（金） 広報部広報委員会
１１日（土） 東北地域支部連合会総会・支部長会

矢﨑会長，中島・田島各理事出席
学術講演会 講師・櫻井 薫教授
（母校）

１３日（月） 会務運営協議会
１５日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

DSM
１６日（木） 東歯関係日歯役員・代議員と同窓会

役員との懇談会
１７日（金） 渉外部渉外委員会
１７日（金） 広報部広報委員会（１２０周年記念誌打

合せ）
１８日（土） 九州地域支部連合会支部長会

臼井専務理事，田部理事出席
１８日（土） 鳥取県支部学術講演会 講師・片倉

朗教授（母校）
２２日（水） 第３回常任理事会
２２日（水） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
２３日（木） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

歯科臨床を語る会
２４日（金） 事業推進部学術委員会 企画会議
２５日（土） 近畿地域支部連合会支部長会

矢﨑会長，稲野理事出席
２５日（土） 福島県支部総会 早速副会長出席

学術講演会 講師・足立 融氏（鳥
取県開業）
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２５日（土）・２６日（日） 島根県支部総会
冨山副会長出席

学術講演会 講師・小宮山彌太郎氏
（東京都開業）

７月 １日（金） 総務・厚生部女性会員活動推進委員
会

２日（土） 信越地域支部連合会総会・支部長会
冨山副会長，中島・阿部各理事出席
学術講演会 講師・山本 仁教授
（母校）

２日（土） 新潟県支部総会 冨山副会長出席
２日（土） 全国歯科大学同窓・校友会懇話会

矢﨑会長，臼井専務理事，宮地顧
問，橋口会長（鹿児島市），吉嶺支部

長出席
３日（日） 群馬県支部学術講演会 講師・井上

孝教授（母校）
７日（木） 事業推進部学術委員会 ２０１７年プロ

グラム委員会（卒後研修）
９日（土） 小樽支部総会 戸田理事出席
１０日（日） TDCアカデミア２０１６ 臨床セミナー

移植・再植セミナー
１１日（月） 広報部広報委員会
１１日（月） 事業推進部社会保障制度研究委員会
１３日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

TDC研修倶楽部
１４日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
１４日（木） 東京地域支部連合会学術講演会 講

師・藤関雅嗣氏（東京都開業）
１６日（土） 選挙管理委員会
１９日（火） 会務運営協議会

１９日（火） 事業推進部学術委員会 運営委員会
（補綴セミナー打合せ）

２０日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修
DSM

２４日（日） 学年代表者会
２７日（水） 第４回常任理事会
２７日（水） 総務・厚生部新進会員のつどい実行

委員会
２８日（木） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

歯科臨床を語る会
２９日（金） 総務・厚生部総務厚生委員会
３１日（日） 事業推進部学術委員会全体委員会
３１日（日） 愛知県支部学術講演会 講師・武田

孝之氏（東京都開業）
８月 ４日（木） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会（全

体会）
１０日（水） 総務関係打合せ会
１７日（水） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

DSM
２０日（土） 第３２回全国歯科大学同窓会・校友会

学術担当者連絡会
２３日（火） 事業推進部学術委員会 ２０１７年プロ

グラム委員会（卒後研修）
２４日（水） 広報部広報委員会
２４日（水） 事業推進部学術委員会 運営委員会

（医療教養）
２５日（木） TDCアカデミア２０１６ 卒後研修

歯科臨床を語る会
２９日（月） 渉外部渉外委員会
２９日（月） 事業推進部学術委員会 企画会議
３０日（火） 総務・厚生部総務厚生委員会
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平成２７年９月１日より平成２８年８月３１日までに逝去された会員は次のとおりです。
（敬称略）

栃 木 県 鮎 瀬 泰 典 富 山 県 小 山 哲 夫 滝 野 川 大 橋 和 夫 小 樽 石 山 和 平

横浜北部 山 本 吉 彦 川 崎 熊 谷 肇 男 杉 並 原 田 博 之 新 潟 県 中 川 仁 志

丸 の 内 山 田 保 西 多 摩 本 間 菖 平 練 馬 秀 守 生 茨 城 県 関 山 敬 次

愛 知 県 川 崎 義 典 世 田 谷 石 川 欣 彌 千 葉 県 熱 田 和 夫 宮 城 県 小 野 喬

静 岡 県 木 村 敏 幸 目 黒 横 矢 重 忠 山 形 県 竹 田 貞 一 新 宿 北 原 正 典

大 阪 府 稲 野 八 郎 小 樽 齋 藤 英 輔 茨 城 県 石 井 研 二 札 幌 松 川 清 三

目 黒 衣 松 博 玄 北 多 摩 古 屋 貞 治 千 葉 県 坂 正 義 岡 山 県 国 米 資 康

香 川 県 川 上 清 一 新 潟 県 竹 花 和 朗 千 葉 県 和 光 邦 公 香 川 県 近 藤 清

千 葉 県 衣 松 勍 生 千 葉 県 本 山 博 千 葉 県 小 林 正 幸 北 信 小 林 喜久子

静 岡 県 佐 野 襄 介 千 葉 県 粟 根 剛 夫 千 葉 県 梅 田 尚 夫 兵 庫 県 石 田 鐵 男

練 馬 大 森 直 樹 四谷牛込 佐 藤 充 弘 芝 風 間 五 郎 横浜西部 小 倉 脩 二

南 信 菅 沼 孝 夫 和歌山県 田 中 紀 夫 渋 谷 小 島 久 史 練 馬 生 田 博 康

埼 玉 県 佐 川 虎 雄 愛 知 県 林 晉 愛 知 県 伊 藤 清 茨 城 県 田 﨑 之 光

大 阪 府 松 本 實 京 橋 河 西 一 秀 新 潟 県 塩 谷 明 北 多 摩 野 本 種 邦

苫 小 牧 生 原 醇 治 愛 知 県 會 田 眞 長 崎 県 江 﨑 梅太郎 中 野 安 藤 正

横須賀鎌倉 山 田 廣 武 札 幌 蒲 郁次朗 練 馬 帆 足 望 杉 並 野 口 春 治

空 知 江 島 俊 昭 岐 阜 県 高 井 稔 郎 千 葉 県 岩 渕 謙四郎 広 島 県 川 本 尚 志

群 馬 県 田 中 清 貴 十 勝 髙 橋 標 熊 本 県 木 村 義 浩 群 馬 県 宮 下 幸 男

埼 玉 県 堀 内 修 二 富 山 県 栗 山 豊 実 埼 玉 県 新 保 美 信 愛 知 県 大 野 敞 弘

横浜北部 花 井 正 二 南 信 増 澤 一 浩 栃 木 県 須 永 喜代志 蒲 田 倉 橋 知 子

麹 町 朝 倉 英 哉 三 重 県 笠 井 通 男 新 潟 県 常 木 登司雄 青 森 県 小 泉 仁

小 石 川 森 山 徳 長 横須賀鎌倉 寺 木 泰 雄 世 田 谷 小 熊 一 路 滋 賀 県 藤 居 正太郎

岡 山 県 齋 藤 昌 宏 新 潟 県 髙 井 千 一 福 島 県 本 間 康 男 千 葉 県 本 間 省

佐 賀 県 佐 藤 曄 千 葉 県 寺 本 一 弥 秋 田 県 駒 橋 典 夫 麻布赤坂 宮 原 章 郎

岡 山 県 大 塚 襄 横浜南部 酒 井 惣一郎 横浜中央 小 出 修 四谷牛込 小 倉 英 世

千 葉 県 水 島 洋 横須賀鎌倉 竹 田 和 男 旭 川 菊 地 只 男 静 岡 県 森 内 護

静 岡 県 小山田 修 埼 玉 県 柳 原 正 義 渋 谷 山 田 善 雄 札 幌 福 島 和 生

岡 山 県 井 上 清 志 川 崎 大 川 重 保 十 勝 橋 本 宗 典 神奈川西湘 宮 尾 尚 文

山 梨 県 長谷川 孝 義 室 蘭 田 中 正 陽 滝 野 川 西 村 治 本 郷 武 石 義 弘

南 信 下 井 直 彦 青 森 県 波多野 祥 二 南 信 笠 原 正 和 南 信 行 田 桂

埼 玉 県 大 澤 豊 日 本 橋 三 宅 直 晴 新 潟 県 塩 谷 巌 荏 原 関 星 良

静 岡 県 下 野 邦 雄

※必ずしも支部所属とは限りません。 （届出順 以上 １２５名）
※この間に逝去が確認された方を含みます。
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総務・厚生部報告
（自 平成２７年９月１日 至 平成２８年８月３１日）

１．共済規程第６条第１項第一号に基づき弔慰共済金を支給した逝去会員は次のとおりです。

（敬称略）

栃 木 県 鮎 瀬 泰 典 富 山 県 小 山 哲 夫 滝 野 川 大 橋 和 夫 小 樽 石 山 和 平

新 潟 県 中 川 仁 志 丸 の 内 山 田 保 西 多 摩 本 間 菖 平 練 馬 秀 守 生

茨 城 県 関 山 敬 次 愛 知 県 川 崎 義 典 世 田 谷 石 川 欣 彌 千 葉 県 熱 田 和 夫

宮 城 県 小 野 喬 静 岡 県 木 村 敏 幸 目 黒 横 矢 重 忠 山 形 県 竹 田 貞 一

新 宿 北 原 正 典 大 阪 府 稲 野 八 郎 小 樽 齋 藤 英 輔 茨 城 県 石 井 研 二

札 幌 松 川 清 三 目 黒 衣 松 博 玄 北 多 摩 古 屋 貞 治 千 葉 県 坂 正 義

岡 山 県 国 米 資 康 香 川 県 川 上 清 一 新 潟 県 竹 花 和 朗 千 葉 県 和 光 邦 公

香 川 県 近 藤 清 千 葉 県 衣 松 勍 生 千 葉 県 本 山 博 千 葉 県 小 林 正 幸

北 信 小 林 喜久子 静 岡 県 佐 野 襄 介 千 葉 県 粟 根 剛 夫 千 葉 県 梅 田 尚 夫

兵 庫 県 石 田 鐵 男 練 馬 大 森 直 樹 四谷牛込 佐 藤 充 弘 芝 風 間 五 郎

横浜西部 小 倉 脩 二 南 信 菅 沼 孝 夫 和歌山県 田 中 紀 夫 渋 谷 小 島 久 史

練 馬 生 田 博 康 埼 玉 県 佐 川 虎 雄 愛 知 県 林 晉 愛 知 県 伊 藤 清

茨 城 県 田 﨑 之 光 大 阪 府 松 本 實 京 橋 河 西 一 秀 新 潟 県 塩 谷 明

北 多 摩 野 本 種 邦 苫 小 牧 生 原 醇 治 愛 知 県 會 田 眞 長 崎 県 江 﨑 梅太郎

中 野 安 藤 正 札 幌 蒲 郁次朗 杉 並 野 口 春 治 空 知 江 島 俊 昭

岐 阜 県 高 井 稔 郎 千 葉 県 岩 渕 謙四郎 広 島 県 川 本 尚 志 群 馬 県 田 中 清 貴

十 勝 髙 橋 標 熊 本 県 木 村 義 浩 群 馬 県 宮 下 幸 男 埼 玉 県 堀 内 修 二

富 山 県 栗 山 豊 実 埼 玉 県 新 保 美 信 愛 知 県 大 野 敞 弘 横浜北部 花 井 正 二

栃 木 県 須 永 喜代志 蒲 田 倉 橋 知 子 三 重 県 笠 井 通 男 新 潟 県 常 木 登司雄

青 森 県 小 泉 仁 小 石 川 森 山 徳 長 横須賀鎌倉 寺 木 泰 雄 世 田 谷 小 熊 一 路

滋 賀 県 藤 居 正太郎 岡 山 県 齋 藤 昌 宏 新 潟 県 髙 井 千 一 福 島 県 本 間 康 男

千 葉 県 本 間 省 佐 賀 県 佐 藤 曄 千 葉 県 寺 本 一 弥 秋 田 県 駒 橋 典 夫

麻布赤坂 宮 原 章 郎 岡 山 県 大 塚 襄 横浜南部 酒 井 惣一郎 横浜中央 小 出 修

四谷牛込 小 倉 英 世 千 葉 県 水 島 洋 旭 川 菊 地 只 男 静 岡 県 森 内 護

静 岡 県 小山田 修 埼 玉 県 柳 原 正 義 渋 谷 山 田 善 雄 札 幌 福 島 和 生

岡 山 県 井 上 清 志 川 崎 大 川 重 保 十 勝 橋 本 宗 典 神奈川西湘 宮 尾 尚 文

山 梨 県 長谷川 孝 義 滝 野 川 西 村 治 本 郷 武 石 義 弘 南 信 下 井 直 彦

青 森 県 波多野 祥 二 南 信 笠 原 正 和 南 信 行 田 桂 埼 玉 県 大 澤 豊

日 本 橋 三 宅 直 晴 新 潟 県 塩 谷 巌 荏 原 関 星 良 静 岡 県 下 野 邦 雄

※必ずしも支部所属とは限りません。 （届出順 以上 １１６名）
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２．風水害地震等罹災に対し，共済規程第６条第１項第三号に基づき罹災共済金（見舞金）を支給した会
員は次のとおりです。

熊本県支部 小嶋 立州 氏（昭和４８年卒） 平成２７年８月１７日発生

熊本県支部 中根 俊吾 氏（昭和３５年卒） 平成２７年８月２５日発生

熊本県支部 河野 生司 氏（昭和５６年卒） 平成２７年８月２５日発生

熊本県支部 松田 光正 氏（昭和６０年卒） 平成２７年８月２５日発生

熊本県支部 城井かおり 氏（昭和６１年卒） 平成２７年８月２５日発生

熊本県支部 平井 淳也 氏（平成３年卒） 平成２７年８月２５日発生

茨城県支部 大串 卓 氏（昭和４８年卒） 平成２７年９月１０日発生

茨城県支部 五木田利明 氏（昭和５２年卒） 平成２７年９月１０日発生

栃木県支部 手代木美香 氏（平成３年卒） 平成２７年９月１０日発生

熊本県支部 中根 俊吾 氏（昭和３５年卒） 平成２８年熊本地震により被害

熊本県支部 上田 隆一 氏（昭和３６年卒） 平成２８年熊本地震により被害

熊本県支部 緒方 史朗 氏（昭和３９年卒） 平成２８年熊本地震により被害

熊本県支部 添島 正和 氏（昭和４７年卒） 平成２８年熊本地震により被害

熊本県支部 矢毛石陸男 氏（昭和４７年卒） 平成２８年熊本地震により被害

熊本県支部 小嶋 立州 氏（昭和４８年卒） 平成２８年熊本地震により被害

熊本県支部 中西 久人 氏（昭和５４年卒） 平成２８年熊本地震により被害

熊本県支部 河野 生司 氏（昭和５６年卒） 平成２８年熊本地震により被害

熊本県支部 中西 久和 氏（昭和５８年卒） 平成２８年熊本地震により被害

熊本県支部 平井 淳也 氏（平成３年卒） 平成２８年熊本地震により被害

熊本県支部 堀川 正 氏（平成３年卒） 平成２８年熊本地震により被害

熊本県支部 添島 義樹 氏（平成４年卒） 平成２８年熊本地震により被害

熊本県支部 中根 研 氏（平成５年卒） 平成２８年熊本地震により被害

熊本県支部 今村 友信 氏（平成８年卒） 平成２８年熊本地震により被害

熊本県支部 矢毛石康男 氏（平成２０年卒） 平成２８年熊本地震により被害

48



本会会則第２３条第２項並びに同施行細則第１０条第１項一号に基づき次の会員を
本会名誉会員に推薦する。

かわ だ えい じ

東京歯科大学名誉教授 河 田 英 司 氏
東京歯科大学 歯科理工学講座

（平成２８年３月３１日退職）
平成２８年４月１日 東京歯科大学名誉教授

第１号議案 名 誉 会 員 の 推 薦

東京歯科大学同窓会共済規程

平成２８年１１月２０日改正 平成２９年１月１日施行

第６条 共済金の金額は次のとおりとする。
一 死亡の場合 弔慰共済金 １０万円
二 火災罹災の場合 罹災共済金
イ 全焼の場合 １０万円
ロ 全焼以外の場合 理事会の決定金額
三 風水害地震等罹災の場合 二号の規定準用
四 ８０歳の長寿お祝い金 ５万円
ただし，８０歳の長寿お祝い金受領者の弔慰共済金は５万円とする

五 １００歳の長寿お祝い金 ５万円
２ 共済金の支払いは，事故発生後できるだけ速やかに行うよう努めるものと
する。

３ 本会の正会員であって，支部長の推薦により理事会で承認された会員にお
いては，第１項四号，五号について入会後３５年以上経たものを該当者とす
る。

付 則
第１２条 この規程は，平成２９年１月１日から施行する。

第２号議案 共済規程の一部改正（第６条第３項の追加）
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

会 費 ９５，３６０，０００ ８９，２６４，０００ ６，０９６，０００ ９３．６ 平成２７年度分 ４，２６８人 ７７，４３２，０００円
平成２６年度分 ２９２人 ４，７２０，０００円
平成２５年度以前分 ４２０人 ７，１１２，０００円
合計 ４，９８０人 ８９，２６４，０００円

平成２７年度 １８，０００円×４，０５４人
新進会員 １０，０００円× ９８人
新入会員 ３０，０００円× １１６人
平成２６年度 １８，０００円× ２２５人
新進会員 １０，０００円× ６７人

平成１年度 １４，０００円× ４人
平成２年度 １４，０００円× ４人
平成３年度 １４，０００円× ４人
平成４年度 １４，０００円× ２人
平成５年度 １４，０００円× ３人
平成６年度 １４，０００円× ３人
平成７年度 １４，０００円× ４人
平成８年度 １４，０００円× ７人
平成９年度 １４，０００円× ６人
平成１０年度 １４，０００円× ６人
平成１１年度 ２０，０００円× ７人
平成１２年度 ２０，０００円× ７人
平成１３年度 ２０，０００円× ８人
平成１４年度 １８，０００円× ８人
平成１５年度 １８，０００円× １０人
平成１６年度 １８，０００円× １５人
平成１７年度 １８，０００円× １６人
平成１８年度 １８，０００円× １９人
平成１９年度 １８，０００円× ２４人
平成２０年度 １８，０００円× ２６人
平成２１年度 １８，０００円× ２６人
平成２２年度 １８，０００円× ２６人
平成２３年度 １８，０００円× ３８人
平成２４年度 １８，０００円× ５８人
平成２５年度 １８，０００円× ４９人

１０，０００円× ４０人
合計 ４２０人

入会金 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０ 新卒者 ０円× １１６人
推薦会員 ５，０００円× ２人
大学院修了者 ５，０００円× ０人

雑収入 １，５７０，０００ ３，８０２，３８９ △ ２，２３２，３８９ ２４２．２

繰入金収入 ８００，０００ ８００，０００ ０ １００．０

収入計 ９７，７４０，０００ ９３，８７６，３８９ ３，８６３，６１１ ９６．０

前年度繰越金 ８，０００，０００ １２，６２２，４４０ △ ４，６２２，４４０ １５７．８ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １１，９２７，８６８円
三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ６３５，８７０円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ０円
ゆうちょ銀行 通常貯金 ５８，７０２円

合 計 １０５，７４０，０００ １０６，４９８，８２９ △ ７５８，８２９ １００．７

第３号議案 平成２７年度 経常部収支決算
自 平成２７年１月１日
至 平成２７年１２月３１日

50



支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

事務費 ３５，０４０，０００ ３３，５１４，７６６ １，５２５，２３４ ９５．６

給与費 ２１，７００，０００ ２１，９６４，１８６ △ ２６４，１８６ １０１．２
福利厚生費 ９７０，０００ ９８６，２７８ △ １６，２７８ １０１．７
地代家賃 ４，２５０，０００ ４，２４８，０００ ２，０００ １００．０
通信費 １，５８０，０００ １，１３２，９１６ ４４７，０８４ ７１．７
印刷費 １，０５０，０００ ６２５，２４６ ４２４，７５４ ５９．５
備品購入費 ４００，０００ ０ ４００，０００ ０．０
消耗品費 ３７０，０００ ４０６，６０５ △ ３６，６０５ １０９．９
集金手数料 ３，９００，０００ ３，４９１，１００ ４０８，９００ ８９．５
保守管理委託費 ６５０，０００ ５５０，３５６ ９９，６４４ ８４．７
雑費 １７０，０００ １１０，０７９ ５９，９２１ ６４．８

事業費 ５９，６２０，０００ ５６，２４９，８５３ ３，３７０，１４７ ９４．３

旅費交通費 ２１，７８０，０００ ２６，５６１，１１０ △ ４，７８１，１１０ １２２．０
総務・厚生関係費 ３，９２０，０００ ４，７６６，４３０ △ ８４６，４３０ １２１．６
渉外関係費 １，２１０，０００ １，０１０，７４８ １９９，２５２ ８３．５
広報関係費 １２，７４０，０００ １０，３６５，５０４ ２，３７４，４９６ ８１．４
事業推進関係費 ５，０３０，０００ ２，５３２，９２８ ２，４９７，０７２ ５０．４
会合費 ５００，０００ ４０８，０００ ９２，０００ ８１．６
連合会・支部関係費 ４，３８０，０００ ３，９３０，０００ ４５０，０００ ８９．７
交際費 ６，３００，０００ ３，１０９，３４３ ３，１９０，６５７ ４９．４
慶弔費 ２，１９０，０００ １，８９５，４００ ２９４，６００ ８６．５
雑費 １，５７０，０００ １，６７０，３９０ △ １００，３９０ １０６．４

会議費 ２，１１０，０００ １，４１２，２４７ ６９７，７５３ ６６．９

役員会費 １０，０００ ０ １０，０００ ０．０
評議員会費 １，７００，０００ １，１５２，３７０ ５４７，６３０ ６７．８ 平成２７年１１月２８日開催
学年代表者会費 １００，０００ １２，３２０ ８７，６８０ １２．３ 平成２７年７月２０日開催
雑費 ３００，０００ ２４７，５５７ ５２，４４３ ８２．５

特別会計繰入金 １，１１０，０００ １，１１０，０００ ０ １００．０

高山・血脇記念
同窓会基金 １１０，０００ １１０，０００ ０ １００．０

名簿積立金 １，０００，０００ １，０００，０００ ０ １００．０

予備費 ７，８６０，０００ ０ ７，８６０，０００ ０．０

支出計 １０５，７４０，０００ ９２，２８６，８６６ １３，４５３，１３４ ８７．３

次年度繰越金 ０ １４，２１１，９６３ △ １４，２１１，９６３ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １２，５５９，７６６円
三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １，５９３，４８１円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ０円
ゆうちょ銀行 通常貯金 ５８，７１６円

合 計 １０５，７４０，０００ １０６，４９８，８２９ △ ７５８，８２９ １００．７
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第４号議案 平成２７年度 高山・血脇記念同窓会基金収支決算
自 平成２７年１月１日
至 平成２７年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

基金収入 ０ ０ ０
繰入金 １１０，０００ １１０，０００ ０ １００．０ 入会金

経常部より繰入
雑収入 ３０，０００ ６，３１６ ２３，６８４ ２１．１ 預金利息

収入計 １４０，０００ １１６，３１６ ２３，６８４ ８３．１

前年度繰越金 ２９，６７６，１１６ ２９，６３９，１８０ ３６，９３６ ９９．９ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １，３３７，７４３円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 １６，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 １５１，４３７円
みずほ信託銀行 定期預金 １２，１５０，０００円

合 計 ２９，８１６，１１６ ２９，７５５，４９６ ６０，６２０ ９９．８

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金支出 ４，０００，０００ ４，０００，０００ ０ １００．０

支出計 ４，０００，０００ ４，０００，０００ ０ １００．０

次年度繰越金 ２５，８１６，１１６ ２５，７５５，４９６ ６０，６２０ ９９．８ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １，４５１，６０９円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 １２，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 １５３，８８７円
みずほ信託銀行 定期預金 １２，１５０，０００円

合 計 ２９，８１６，１１６ ２９，７５５，４９６ ６０，６２０ ９９．８
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

共済負担金 １８，０２０，０００ １６，９５４，０００ １，０６６，０００ ９４．１ 平成２７年度分 ４，６１５人 １４，５４１，０００円
平成２６年度分 ３０９人 ９２７，０００円
平成２５年度以前分 ４３２人 １，４８６，０００円
合計 ５，３５６人 １６，９５４，０００円

平成２７年度分 ３，０００円×４，４９９人
新入会員 ９，０００円× １１６人
平成２６年度分 ３，０００円× ３０９人

平成１～２０年度 ４，０００円× １９０人
平成２１～２５年度 ３，０００円× ２４２人
合計 ４３２人

雑収入 １００，０００ １７，３３６ ８２，６６４ １７．３ 預金利息

収入計 １８，１２０，０００ １６，９７１，３３６ １，１４８，６６４ ９３．７

前年度繰越金 ８４，５００，０００ ９０，５４０，６５８ △ ６，０４０，６５８ １０７．１ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １１，８５１，４７１円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ７５，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 ２３９，１８７円
みずほ信託銀行 定期預金 ３，４５０，０００円

合 計 １０２，６２０，０００ １０７，５１１，９９４ △ ４，８９１，９９４ １０４．８

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

共済金 １４，５００，０００ １２，４２０，０００ ２，０８０，０００ ８５．７ 弔慰共済金 ７，１５０，０００円
（＠１００，０００×３６件）
（＠５０，０００×７１件）

罹災共済金 ４２０，０００円
（＠１００，０００×１件）
（＠７０，０００×１件）
（＠５０，０００×２件）
（＠３０，０００×５件）

８０歳祝金 ４，８５０，０００円
（＠５０，０００×９７件）

１００歳祝金 ０円

事務費 ２００，０００ １３３，９９３ ６６，００７ ６７．０ 弔慰金，祝金送料 他

予備費 ６，０００，０００ ０ ６，０００，０００ ０．０

給付準備金 ８１，９２０，０００ ０ ８１，９２０，０００ ０．０

支出計 １０２，６２０，０００ １２，５５３，９９３ ９０，０６６，００７ １２．２

次年度繰越金 ０ ９４，９５８，００１ △ ９４，９５８，００１ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １６，２６８，０８７円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 ７５，０００，０００円
みずほ信託銀行 普通預金 ２３９，９１４円
みずほ信託銀行 定期預金 ３，４５０，０００円

合 計 １０２，６２０，０００ １０７，５１１，９９４ △ ４，８９１，９９４ １０４．８

平成２７年度 共済基金収支決算
自 平成２７年１月１日
至 平成２７年１２月３１日
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 １，０００，０００ １，０００，０００ ０ １００．０ 経常部より繰入
雑収入 ０ ５１，１０８ △ ５１，１０８ 広告料収入，預金利息
収入計 １，０００，０００ １，０５１，１０８ △ ５１，１０８ １０５．１

前年度繰越金 ０ １３，９６３，４４５ △１３，９６３，４４５ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １３，９６３，４４５円
合 計 １，０００，０００ １５，０１４，５５３ △１４，０１４，５５３ １，５０１．５

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

名簿作成費 ０ １２，４２５，９４８ △１２，４２５，９４８
通信費 ０ ３７，３８０ △ ３７，３８０
雑費 ０ １，５５０，１１７ △ １，５５０，１１７
支出計 ０ １４，０１３，４４５ △１４，０１３，４４５

次年度繰越金 １，０００，０００ １，００１，１０８ △ １，１０８ １００．１ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 １，００１，１０８円
合 計 １，０００，０００ １５，０１４，５５３ △１４，０１４，５５３ １，５０１．５

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ０ ０ ０
雑収入 １０，０００ １，４５７ ８，５４３ １４．６ 預金利息
収入計 １０，０００ １，４５７ ８，５４３ １４．６

前年度繰越金 ９，１７９，５７９ ９，１６２，０５９ １７，５２０ ９９．８ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ９，１６２，０５９円
合 計 ９，１８９，５７９ ９，１６３，５１６ ２６，０６３ ９９．７

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

退職金支出 ０ ０ ０
支出計 ０ ０ ０

次年度繰越金 ９，１８９，５７９ ９，１６３，５１６ ２６，０６３ ９９．７ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ９，１６３，５１６円
合 計 ９，１８９，５７９ ９，１６３，５１６ ２６，０６３ ９９．７

平成２７年度 名簿積立金収支決算
自 平成２７年１月１日
至 平成２７年１２月３１日

平成２７年度 退職積立金収支決算
自 平成２７年１月１日
至 平成２７年１２月３１日
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ４，０００，０００ ４，０００，０００ ０ １００．０ 高山・血脇記念同窓会基金より繰入
参加費 ０ ９，５１５，０００ △ ９，５１５，０００ １５，０００×６３３人 ９，４９５，０００円

１０，０００× ２人 ２０，０００円
雑収入 １０，０００ ２，９３０，７２２ △ ２，９２０，７２２ ２９，３０７．２ 祝儀５９件 ２，９３０，０００円

預金利息 ７２２円
収入計 ４，０１０，０００ １６，４４５，７２２ △１２，４３５，７２２ ４１０．１

前年度繰越金 ６，０１０，０００ ６，０００，２５９ ９，７４１ ９９．８ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ６，０００，２５９円
合 計 １０，０２０，０００ ２２，４４５，９８１ △１２，４２５，９８１ ２２４．０

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

記念式典等関係費 ６，０００，０００ １８，０４２，９５４ △１２，０４２，９５４ ３００．７ 式典 ６４６，２３０円
祝賀会会場費 １１，４２１，９３６円
記念品 ３，４０５，４５６円
余興 １，８６６，０００円
その他関係諸経費 ７０３，３３２円

記念誌等関係費 ４，０００，０００ １，３５４，５４８ ２，６４５，４５２ ３３．９ 会報６，１０月号記念ページ印刷費，他
雑費 ２０，０００ ０ ２０，０００ ０．０
支出計 １０，０２０，０００ １９，３９７，５０２ △ ９，３７７，５０２ １９３．６

次年度繰越金 ０ ３，０４８，４７９ △ ３，０４８，４７９ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ３，０４８，４７９円
合 計 １０，０２０，０００ ２２，４４５，９８１ △１２，４２５，９８１ ２２４．０

平成２７年度 同窓会創立１２０周年記念事業積立金収支決算
自 平成２７年１月１日
至 平成２７年１２月３１日
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収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

受講料 ８，２７６，０００ ９，９１３，０００ △ １，６３７，０００ １１９．８ 臨床セミナー委員会セミナー
セミナーNo．１
今こそ見直そう！あなたの根管治療

３，３６０，０００円
〔受講割引なし〕

１２０，０００×１８人 ２，１６０，０００円
〔受講割引あり〕

１００，０００×１２人 １，２００，０００円
セミナーNo．２
歯科衛生士に必要な口腔インプラント治療
の知識

２６３，０００円
〔受講割引なし〕

８，０００×１６人 １２８，０００円
〔受講割引あり〕

５，０００×２７人 １３５，０００円
セミナーNo．３
ティッシュ・マネージメントのファースト
ステップ

１，４８０，０００円
〔受講割引なし〕

６０，０００×１３人 ７８０，０００円
〔受講割引あり〕

５０，０００×１４人 ７００，０００円
セミナーNo．４
明日から取り組めるコーヌスクローネ２日
間コース

２，９００，０００円
〔受講割引なし〕

１００，０００×２５人 ２，５００，０００円
〔受講割引あり〕

８０，０００× ５人 ４００，０００円
セミナーNo．５
アライナーによる矯正治療の基礎と応用

１，９１０，０００円
〔受講割引なし〕

５０，０００×２７人 １，３５０，０００円
〔受講割引あり〕

４０，０００×１４人 ５６０，０００円
合計 ９，９１３，０００円

雑収入 ２０，０００ １，６１４ １８，３８６ ８．１ 預金利息

繰入金収入 １，２００，０００ １，２００，０００ ０ １００．０ 卒後研修セミナー積立金より繰入

収入計 ９，４９６，０００ １１，１１４，６１４ △ １，６１８，６１４ １１７．０

前年度繰越金 １，５００，０００ ８３１，３４６ ６６８，６５４ ５５．４ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ８３１，３４６円

合 計 １０，９９６，０００ １１，９４５，９６０ △ ９４９，９６０ １０８．６

第５号議案 平成２７年度 卒後研修セミナー収支決算
自 平成２７年１月１日
至 平成２７年１２月３１日
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支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

事務費 ５４０，０００ １９０，６８４ ３４９，３１６ ３５．３

通信運搬費 ５００，０００ １８８，７３６ ３１１，２６４ ３７．７
消耗品費 ３０，０００ １，３０６ ２８，６９４ ４．４
雑費 １０，０００ ６４２ ９，３５８ ６．４

事業費 ９，４００，０００ ７，００２，０５３ ２，３９７，９４７ ７４．５

講師謝礼費 １，５００，０００ １，０８０，０００ ４２０，０００ ７２．０
講師旅費交通費 １，３００，０００ ３３７，９００ ９６２，１００ ２６．０
資料作成費 ５００，０００ ４４０，０００ ６０，０００ ８８．０
役務費 ６５０，０００ ２５０，０００ ４００，０００ ３８．５
実習器材費 ２，８００，０００ ２，５８１，０３１ ２１８，９６９ ９２．２
設営費 ７００，０００ ４１６，８９７ ２８３，１０３ ５９．６
印刷広報費 ８００，０００ ７５８，０８０ ４１，９２０ ９４．８
受講証関係費 ５０，０００ ８，２６５ ４１，７３５ １６．５
広告費 ８００，０００ ９２９，８８０ △ １２９，８８０ １１６．２
渉外費 １００，０００ ０ １００，０００ ０．０
会場費 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０

公租公課 ４００，０００ ３０９，３００ ９０，７００ ７７．３

予備費 ６５６，０００ ０ ６５６，０００ ０．０

支出計 １０，９９６，０００ ７，５０２，０３７ ３，４９３，９６３ ６８．２

次年度繰越金 ０ ４，４４３，９２３ △ ４，４４３，９２３ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ４，４４３，９２３円

合 計 １０，９９６，０００ １１，９４５，９６０ △ ９４９，９６０ １０８．６

57



収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

雑収入 ２０，０００ ２，８６５ １７，１３５ １４．３ 預金利息
収入計 ２０，０００ ２，８６５ １７，１３５ １４．３

前年度繰越金 １６，１７５，０９９ １６，１５７，７０８ １７，３９１ ９９．９ みずほ信託銀行 普通預金 １５７，７０８円
みずほ信託銀行 定期預金 １６，０００，０００円

合 計 １６，１９５，０９９ １６，１６０，５７３ ３４，５２６ ９９．８

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金支出 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０ 経常部へ繰入 ８００，０００円
卒後研修セミナーへ繰入 １，２００，０００円

通信費 ０ １，７２８ △ １，７２８ 振込手数料
支出計 ２，０００，０００ ２，００１，７２８ △ １，７２８ １００．１

次年度繰越金 １４，１９５，０９９ １４，１５８，８４５ ３６，２５４ ９９．７ みずほ信託銀行 普通預金 １５８，８４５円
みずほ信託銀行 定期預金 １４，０００，０００円

合 計 １６，１９５，０９９ １６，１６０，５７３ ３４，５２６ ９９．８

平成２７年度 卒後研修セミナー積立金収支決算
自 平成２７年１月１日
至 平成２７年１２月３１日

収入の部 △印＝予算額に比較し増額の場合

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０ 経常部より繰入
雑収入 １０，０００ ３，３３５ ６，６６５ ３３．４ 預金利息
収入計 ２，０１０，０００ ２，００３，３３５ ６，６６５ ９９．７

前年度繰越金 ２２，２３６，０６４ １５，５５１，５５４ ６，６８４，５１０ ６９．９ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ５５１，５５４円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 １５，０００，０００円

合 計 ２４，２４６，０６４ １７，５５４，８８９ ６，６９１，１７５ ７２．４

支出の部

科 目 予算額 決算額 差 額 比率 摘 要
円 円 円 ％

支部加入促進費 ３，０００，０００ ０ ３，０００，０００ ０．０
支部活動助成金 ０ １，０００，０００ △ １，０００，０００
支出計 ３，０００，０００ １，０００，０００ ２，０００，０００ ３３．３

次年度繰越金 ２１，２４６，０６４ １６，５５４，８８９ ４，６９１，１７５ ７７．９ 三菱東京UFJ 銀行 普通預金 ４，５５４，８８９円
三菱東京UFJ 銀行 定期預金 １２，０００，０００円

合 計 ２４，２４６，０６４ １７，５５４，８８９ ６，６９１，１７５ ７２．４

第６号議案 平成２７年度 時局対策費積立金会計収支決算
自 平成２７年１月１日
至 平成２７年１２月３１日
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１．備 品

機 器 備 品

品 目 数量 購入年月 購入価格 備 考

１ 収納戸棚 ３ Ｈ ９．１０ ３７０，６５０

２ 書類保管庫 ３ Ｈ１３．４ ３７０，４８２

３ プロジェクター １ Ｈ１４．８ ３３８，１００ Epson

４ ビデオカメラ １ Ｈ１９．１２ １３８，９０６

５ プロジェクター １ Ｈ１９．１２ ２７９，８００

６ 書類保管庫 １ Ｈ２０．９ １１５，８１５

７ パソコン １ Ｈ２１．２ ２４８，０００ A４W-IS

計 ７ 品 目 １１ １，８６１，７５３

消 耗 備 品

品 目 数 量 購入価格 備 考

１ 片袖机 他 ４６点 １，６６２，８５９

第７号議案 平成２７年度 財産目録
平成２７年１２月３１日
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２．普通預金，定期預金，通常預金

会 計 区 分 種 類 預金残高 取 引 銀 行

⑴ 経 常 部 普通預金 １２，５５９，７６６ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店
〃 １，５９３，４８１ 〃 〃

定期預金 ０ 〃 〃
通常預金 ５８，７１６ 神田三崎町郵便局

計 １４，２１１，９６３
⑵ 高山・血脇記念同窓会基金 普通預金 ２１２，４３１ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

定期預金 １２，０００，０００ 〃 〃
普通預金 １，２３９，１７８ 〃 〃
定期預金 ０ 〃 〃
普通預金 １５３，８８７ みずほ信託銀行 本 店
定期預金 １２，１５０，０００ 〃 〃

計 ２５，７５５，４９６
⑶ 共 済 基 金 普通預金 １６，２６８，０８７ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

定期預金 ７５，０００，０００ 〃 〃
普通預金 ２３９，９１４ みずほ信託銀行 本 店
定期預金 ３，４５０，０００ 〃 〃

計 ９４，９５８，００１
⑷ 名 簿 積 立 金 普通預金 １，００１，１０８ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

計 １，００１，１０８
⑸ 退 職 積 立 金 普通預金 ９，１６３，５１６ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

計 ９，１６３，５１６
⑹ 同窓会創立１２０周年記念事業積立金 普通預金 ３，０４８，４７９ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

計 ３，０４８，４７９
⑺ 卒後研修セミナー 普通預金 ４，４４３，９２３ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

計 ４，４４３，９２３
⑻ 卒後研修セミナー 普通預金 １５８，８４５ みずほ信託銀行 本 店
積 立 金 定期預金 １４，０００，０００ 〃 〃

計 １４，１５８，８４５
⑼ 時局対策費積立金 普通預金 ４，５５４，８８９ 三菱東京UFJ銀行 神保町支店

定期預金 １２，０００，０００ 〃 〃
計 １６，５５４，８８９

合 計 １８３，２９６，２２０
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平成２７年度東京歯科大学同窓会業務運営状況及び経常部収支決算，特別会計収支

決算（即ち，高山・血脇記念同窓会基金決算，共済基金決算，名簿積立金決算，退

職積立金決算，同窓会創立１２０周年記念事業積立金決算），卒後研修セミナー収支決

算，卒後研修セミナー積立金収支決算，時局対策費積立金会計収支決算，及び財産

目録につき諸帳簿，証憑書類を監査した結果適正に処理されていることを認めま

す。

平成２８年６月８日

常任監事 春 山 良 夫 �

監 事 藤 原 元 幸 �

監 事 矢 島 安 朝 �

監 査 報 告
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総務・厚生部

１．支部未加入者対策を講じる。

２．準会員・新進会員との連携を深める。

３．母校水道橋校舎整備事業に協力する。

４．諸会合の準備・調整並びに運営を行う。

５．会員現況の把握並びに名簿の補完を図る。

６．母校・父兄会・学生との連携を図る。

７．同窓会改革をすすめ，そのための会則等の見直しを行う。

８．支部・地域支部連合会，都道府県代表者，学年代表者との情報交換を促進する。

９．共済制度の健全なる運営を行う。

１０．会員厚生および親睦の充実を図る。

１１．女性会員の活動推進を図る。

渉 外 部

１．各歯科大学・大学歯学部の同窓会・校友会との交流を図り，緊密なる友好を深める。

２．会員の歯科医政関係者との緊密な連携を保ち医政の推進を図る。

３．母校との連携のもとに国・公・私的機関等と協力し，人材の確保，育成に努める。

４．渉外活動に関する情報交換を進め，全国レベルでの情報の共有と集約を図る。

５．東歯同窓国会議員を支える会を介して，東歯同窓国会議員を支援する。

広 報 部

１．会報を発行する。

２．ホームページ・フェイスブックの維持管理を行う。

３．インターネットを通した情報交換システムを検討推進する。

４．会員間の交流のためのネットワークシステムを推進する。

事業推進部

１．人材育成を目的とするアカデミア事業に関連委員会が連携をとって取り組む。

２．地域支部連合会・支部における講演会や研修活動を支援する。

３．各歯科大学・大学歯学部の同窓会・校友会学術担当者や社会保障関係者と交流を深

める。

４．生涯研修制度や歯科保健医療制度の動きを分析し，現状の課題を解説し将来を考察

するシンクタンク機能の推進を図る。

５．生涯研修としての学術セミナーおよび研修会を開催する。

６．最新の学術情報の収集および分析を行い，整理蓄積する。

第８号議案 平成２９年度 事業計画
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平成２９年度 入会金 本学出身の会員 ０円
推薦会員 ５，０００円

平成２９年度 会費 現行通り １８，０００円
若手の会員（卒後６～１０年目） １０，０００円
新進会員（卒後５年以内） １０，０００円
大学支部に所属する推薦会員 １０，０００円

第９号議案 平成２９年度 入会金および会費

収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２８年度予算額 平成２９年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

会費 ９２，０００，０００ ８９，０００，０００ ３，０００，０００ ９６．７ 平成２９年度分 ４，２８０人 ７６，７６０，０００円
平成２８年度分 ３４０人 ５，４８０，０００円
平成２７年度以前分 ４００人 ６，７６０，０００円
合計 ５，０２０人 ８９，０００，０００円

入会金 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０ 新卒者入会金 ０円
推薦会員入会金 ５，０００円× ２人

雑収入 １，１３０，０００ １，５００，０００ △ ３７０，０００ １３２．７ 会報広告料 他

繰入金収入 ８００，０００ ８００，０００ ０ １００．０ 卒後研修セミナー積立金より繰入

収入計 ９３，９４０，０００ ９１，３１０，０００ ２，６３０，０００ ９７．２

前年度繰越金 ８，０００，０００ ８，０００，０００ ０ １００．０

合 計 １０１，９４０，０００ ９９，３１０，０００ ２，６３０，０００ ９７．４

第１０号議案 平成２９年度 経常部収支予算
自 平成２９年１月１日
至 平成２９年１２月３１日

63



支出の部

科 目 平成２８年度予算額 平成２９年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

事務費 ３６，０３０，０００ ３４，４２８，０００ １，６０２，０００ ９５．６

給与費 ２１，８２０，０００ ２２，０４６，０００ △ ２２６，０００ １０１．０ 事務職員
福利厚生費 １，０２０，０００ １，０８２，０００ △ ６２，０００ １０６．１ 役員等傷害保険，中退共掛金
地代家賃 ４，２５０，０００ ４，２５０，０００ ０ １００．０ 同窓会室，駐車場
通信費 １，５３０，０００ １，３８３，０００ １４７，０００ ９０．４
印刷費 ８９０，０００ ７９５，０００ ９５，０００ ８９．３
備品購入費 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０
消耗品費 ３３０，０００ ３３７，０００ △ ７，０００ １０２．１
集金手数料 ３，５５０，０００ ３，４１０，０００ １４０，０００ ９６．１
保守管理委託費 ５９０，０００ ５８０，０００ １０，０００ ９８．３
会員情報管理
システム改修費 １，７００，０００ ２００，０００ １，５００，０００ １１．８ 会員情報管理データベースの

機能追加，改修
雑費 １５０，０００ １４５，０００ ５，０００ ９６．７

事業費 ５１，８１０，０００ ４９，９４２，０００ １，８６８，０００ ９６．４

旅費交通費 １９，３５０，０００ １９，１９８，０００ １５２，０００ ９９．２ 旅費日当削減
総務・厚生関係費 ４，１６５，０００ ４，０９７，０００ ６８，０００ ９８．４ 準会員・新進会員連携関係費
渉外関係費 １，０６０，０００ １，０６０，０００ ０ １００．０
広報関係費 １２，３６５，０００ １０，２１２，０００ ２，１５３，０００ ８２．６ 会報発行４回
事業推進関係費 ２，０２０，０００ １，７７５，０００ ２４５，０００ ８７．９ アカデミア関係費
会合費 ５００，０００ ５００，０００ ０ １００．０
連合会・支部関係費 ４，１８０，０００ ４，２９０，０００ △ １１０，０００ １０２．６ 支部加入促進費
交際費 ４，４４０，０００ ５，１７５，０００ △ ７３５，０００ １１６．６
慶弔費 ２，１９０，０００ ２，０２５，０００ １６５，０００ ９２．５
雑費 １，５４０，０００ １，６１０，０００ △ ７０，０００ １０４．５

会議費 ２，２３０，０００ １，８３０，０００ ４００，０００ ８２．１

役員会費 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０
評議員会費・
都道府県代表者会費 １，９００，０００ １，０００，０００ ９００，０００ ５２．６

学年代表者会費 ３０，０００ ５３０，０００ △ ５００，０００ １，７６６．７
雑費 ２９０，０００ ２９０，０００ ０ １００．０

特別会計繰入金 ２，１１０，０００ ３，１１０，０００ △ １，０００，０００ １４７．４

高山・血脇記念
同窓会基金 １１０，０００ １１０，０００ ０ １００．０

名簿積立金 ２，０００，０００ ３，０００，０００ △ １，０００，０００ １５０．０

支出計 ９２，１８０，０００ ８９，３１０，０００ ２，８７０，０００ ９６．９

予備費 ９，７６０，０００ １０，０００，０００ △ ２４０，０００ １０２．５

合 計 １０１，９４０，０００ ９９，３１０，０００ ２，６３０，０００ ９７．４
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平成２９年度 共済負担金 現行通り ３，０００円

第１１号議案 平成２９年度 共済負担金

収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２８年度予算額 平成２９年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 １１０，０００ １１０，０００ ０ １００．０ 入会金 １０，０００円
経常部より繰入 １００，０００円

雑収入 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 １２０，０００ １２０，０００ ０ １００．０

前年度繰越金 ２５，７５０，０００ ２５，８６８，０００ △ １１８，０００ １００．５

合 計 ２５，８７０，０００ ２５，９８８，０００ △ １１８，０００ １００．５

支出の部

科 目 平成２８年度予算額 平成２９年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

母校への寄付 ０ １０，０００，０００ △ １０，０００，０００ 東京歯科大学水道橋校舎施設設備整備資金として

通信費 ０ ５，０００ △ ５，０００

雑費 ０ ５，０００ △ ５，０００

支出計 ０ １０，０１０，０００ △ １０，０１０，０００

次年度繰越金 ２５，８７０，０００ １５，９７８，０００ ９，８９２，０００ ６１．８

合 計 ２５，８７０，０００ ２５，９８８，０００ △ １１８，０００ １００．５

第１２号議案 平成２９年度 特別会計収支予算①
平成２９年度 高山・血脇記念同窓会基金収支予算

自 平成２９年１月１日
至 平成２９年１２月３１日
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収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２８年度予算額 平成２９年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

共済負担金 １７，０３０，０００ １６，５８０，０００ ４５０，０００ ９７．４ 平成２９年度分 ４，５３０人 １４，３７０，０００円
平成２８年度分 ３１０人 ９３０，０００円
平成２７年度以前分 ３９０人 １，２８０，０００円
合計 ５，２３０人 １６，５８０，０００円

雑収入 １００，０００ １００，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 １７，１３０，０００ １６，６８０，０００ ４５０，０００ ９７．４

前年度繰越金 ８０，０００，０００ ８０，０００，０００ ０ １００．０

合 計 ９７，１３０，０００ ９６，６８０，０００ ４５０，０００ ９９．５

支出の部

科 目 平成２８年度予算額 平成２９年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

共済金 １４，２００，０００ １４，６００，０００ △ ４００，０００ １０２．８ 弔慰共済金 ９，２５０，０００円
（＠１００，０００×５５件）
（＠ ５０，０００×７５件）

罹災共済金 １，０００，０００円
（＠１００，０００×１０件）

８０歳祝金 ４，２５０，０００円
（＠ ５０，０００×８５件）

１００歳祝金 １００，０００円
（＠ ５０，０００× ２件）

事務費 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０ 弔慰金，祝金送料 他

支出計 １４，４００，０００ １４，８００，０００ △ ４００，０００ １０２．８

予備費 ６，０００，０００ ６，０００，０００ ０ １００．０

給付準備金 ７６，７３０，０００ ７５，８８０，０００ ８５０，０００ ９８．９

合 計 ９７，１３０，０００ ９６，６８０，０００ ４５０，０００ ９９．５

第１３号議案 平成２９年度 特別会計収支予算②
平成２９年度 共済基金収支予算

自 平成２９年１月１日
至 平成２９年１２月３１日
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収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２８年度予算額 平成２９年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 ２，０００，０００ ３，０００，０００ △ １，０００，０００ １５０．０ 経常部より繰入

雑収入 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 ２，０１０，０００ ３，０１０，０００ △ １，０００，０００ １４９．８

前年度繰越金 ２，５８７，７４１ ３，００１，３６８ △ ４１３，６２７ １１６．０

合 計 ４，５９７，７４１ ６，０１１，３６８ △ １，４１３，６２７ １３０．７

支出の部

科 目 平成２８年度予算額 平成２９年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

名簿作成費 ０ ０ ０

支出計 ０ ０ ０

次年度繰越金 ４，５９７，７４１ ６，０１１，３６８ △ １，４１３，６２７ １３０．７

合 計 ４，５９７，７４１ ６，０１１，３６８ △ １，４１３，６２７ １３０．７

収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２８年度予算額 平成２９年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

雑収入 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０

前年度繰越金 ９，１６３，５１６ ９，１６４，３５８ △ ８４２ １００．０

合 計 ９，１７３，５１６ ９，１７４，３５８ △ ８４２ １００．０

支出の部

科 目 平成２８年度予算額 平成２９年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

退職金支出 ０ ０ ０

支出計 ０ ０ ０

次年度繰越金 ９，１７３，５１６ ９，１７４，３５８ △ ８４２ １００．０

合 計 ９，１７３，５１６ ９，１７４，３５８ △ ８４２ １００．０

平成２９年度 名簿積立金収支予算
自 平成２９年１月１日
至 平成２９年１２月３１日

平成２９年度 退職積立金収支予算
自 平成２９年１月１日
至 平成２９年１２月３１日
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収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２８年度予算額 平成２９年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

受講料 ５，３６０，０００ ６，７９６，０００ △ １，４３６，０００ １２６．８ 臨床セミナー
セミナーNo．１エンドセミナー
マイクロエンドドンティクスの極み

１，９００，０００円
〔受講割引なし〕

１００，０００×１０人 １，０００，０００円
〔受講割引あり〕

９０，０００×１０人 ９００，０００円
セミナーNo．２補綴セミナー
最近のメタルフリー歯冠修復の実際
～オールセラミッククラウン，

CAD/CAM冠治療の勘所～
２８８，０００円

〔受講割引なし〕
７，０００×２４人 １６８，０００円

〔受講割引あり〕
５，０００×２４人 １２０，０００円

セミナーNo．３スポーツ歯科セミナー
適切なマウスガードの必要性，効果および
その設計・製作法

２８８，０００円
〔受講割引なし〕

７，０００×２４人 １６８，０００円
〔受講割引あり〕

５，０００×２４人 １２０，０００円
セミナーNo．４ぺリオセミナー
今こそ見直そうあなたの歯周治療
～スキルアップのための歯周治療の実践と

歯周外科の基本技術の習得～
２，１６０，０００円

〔受講割引なし〕
１００，０００×１２人 １，２００，０００円

〔受講割引あり〕
８０，０００×１２人 ９６０，０００円

セミナーNo．５MTMセミナー
はじめてのMTM
～入門！やさしい歯の移動テクニック～

２，１６０，０００円
〔受講割引なし〕

１００，０００×１２人 １，２００，０００円
〔受講割引あり〕

８０，０００×１２人 ９６０，０００円
合計 ６，７９６，０００円

雑収入 ２０，０００ ２０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

繰入金収入 １，２００，０００ １，２００，０００ ０ １００．０ 卒後研修セミナー積立金より

収入計 ６，５８０，０００ ８，０１６，０００ △ １，４３６，０００ １２１．８

前年度繰越金 １，０００，０００ ６，０００，０００ △ ５，０００，０００ ６００．０

合 計 ７，５８０，０００ １４，０１６，０００ △ ６，４３６，０００ １８４．９

第１４号議案 平成２９年度 卒後研修セミナー収支予算
自 平成２９年１月１日
至 平成２９年１２月３１日

68



支出の部

科 目 平成２８年度予算額 平成２９年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

事務費 ４９０，０００ ４９０，０００ ０ １００．０

通信運搬費 ４５０，０００ ４５０，０００ ０ １００．０
消耗品費 ３０，０００ ３０，０００ ０ １００．０
雑費 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０

事業費 ６，１９０，０００ ６，９１５，０００ △ ７２５，０００ １１１．７

講師謝礼費 １，３７０，０００ １，０９０，０００ ２８０，０００ ７９．６ 講師 ９００，０００円
実習講師、インストラクター等 １９０，０００円

講師旅費交通費 ３３０，０００ ３３０，０００ ０ １００．０
資料作成費 ３１０，０００ ２６０，０００ ５０，０００ ８３．９
役務費 ３００，０００ ３１０，０００ △ １０，０００ １０３．３ セミナー役務 １００，０００円

運営役務 １００，０００円
テキスト作成 １１０，０００円

実習器材費 １，５００，０００ １，６９０，０００ △ １９０，０００ １１２．７ 模型、器材 １，４５０，０００円
テキスト ２４０，０００円

設営費 ５５０，０００ １，２８５，０００ △ ７３５，０００ ２３３．６ 受講生・演者・委員昼食 ２８５，０００円
会場設営等関係費 ８００，０００円
運営器材費 １００，０００円
消耗品費 １００，０００円

印刷広報費 ８００，０００ ８００，０００ ０ １００．０ プログラム印刷 他
受講証関係費 ５０，０００ ５０，０００ ０ １００．０
広告費 ７００，０００ ８００，０００ △ １００，０００ １１４．３ 雑誌広告 他
渉外費 ８０，０００ １００，０００ △ ２０，０００ １２５．０ 講師打合せ会費 他
会場費 ２００，０００ ２００，０００ ０ １００．０

公租公課 ４００，０００ ４００，０００ ０ １００．０

支出計 ７，０８０，０００ ７，８０５，０００ △ ７２５，０００ １１０．２

予備費 ５００，０００ ６，２１１，０００ △ ５，７１１，０００ １，２４２．２

合 計 ７，５８０，０００ １４，０１６，０００ △ ６，４３６，０００ １８４．９
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収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２８年度予算額 平成２９年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

雑収入 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０

前年度繰越金 １４，１５９，０００ １２，１５８，０００ ２，００１，０００ ８５．９

合 計 １４，１６９，０００ １２，１６８，０００ ２，００１，０００ ８５．９

支出の部

科 目 平成２８年度予算額 平成２９年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金支出 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ １００．０ 経常部へ繰入 ８００，０００円
卒後研修セミナーへ繰入 １，２００，０００円

通信費 ０ ５，０００ △ ５，０００

支出計 ２，０００，０００ ２，００５，０００ △ ５，０００ １００．３

次年度繰越金 １２，１６９，０００ １０，１６３，０００ ２，００６，０００ ８３．５

合 計 １４，１６９，０００ １２，１６８，０００ ２，００１，０００ ８５．９

平成２９年度 卒後研修セミナー積立金収支予算
自 平成２９年１月１日
至 平成２９年１２月３１日

収入の部 △印＝前年度予算額に比較し増額の場合

科 目 平成２８年度予算額 平成２９年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

繰入金 １，５００，０００ １，５００，０００ ０ １００．０ 経常部より繰入

雑収入 １０，０００ １０，０００ ０ １００．０ 預金利息 他

収入計 １，５１０，０００ １，５１０，０００ ０ １００．０

前年度繰越金 １４，５５４，８８９ １７，９５７，７４０ △ ３，４０２，８５１ １２３．４

合 計 １６，０６４，８８９ １９，４６７，７４０ △ ３，４０２，８５１ １２１．２

支出の部

科 目 平成２８年度予算額 平成２９年度予算額 対前年度増減 比率 摘 要
円 円 円 ％

支部加入促進費 １，０００，０００ １，０００，０００ ０ １００．０

支部活動助成金 ０ １，０００，０００ △ １，０００，０００

支出計 １，０００，０００ ２，０００，０００ △ １，０００，０００ ２００．０

次年度繰越金 １５，０６４，８８９ １７，４６７，７４０ △ ２，４０２，８５１ １１６．０

合 計 １６，０６４，８８９ １９，４６７，７４０ △ ３，４０２，８５１ １２１．２

第１５号議案 平成２９年度 時局対策費積立金会計収支予算
自 平成２９年１月１日
至 平成２９年１２月３１日
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⑴ 共済制度について

⑵ その他

協 議 題
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